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銀
行
取
引
こ
い
う
場
合
に
は
、

理
論
的
に
抽
象
化
さ
れ
精
選
さ
れ
た
銀
行
の
國
民
総
惰
的
活
動
さ
い

つ
ぢ
語

初
め
に
銀
行

分
析
し
て
、
そ
れ
に
本
質
に
即
し
た
蔦
別
を
典
え
る

活
動
を
意
味
す
る
言
葉
'YJ

し
て
、
銀
行
業
務
tこ
銀
行
取
引
さ
の
匪
別
を
立
て

．
 

て
お
こ
う
。

銀
行
活
動
を

の
が
本
論
の
目
的
で
あ
る
。
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取
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随
業
務

(
N
e
b
e
n
g
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)
、

ー“ ＼ 

さ
き
に
は
、
何
ご
い
う
こ
ご
な
し
に
銀
行
が
日
常
螢
む
個
別
的
経
螢
活
動
ご
い
っ
た
印
象
を
う
け
る
。
銀
行
業
務
は
箪
に
所
典
>
こ
し
て
の
銀
行

活
動
を
意
味
す
る
に
酎
し
、
銀
行
取
引
の
方
は
、
こ
の
所
輿
さ
し
て
の
銀
行
業
務
を
抽
象
し
、
．
國
民
経
惰
學
的
見
地
か
ら
機
能
の
意
味
に
ま
で

引
上
げ
た
概
念
で
あ
る
こ
い
つ
て
よ
か
ろ
う
。
別
の
意
味
に
解
す
る
人
が
あ
ろ
う
。
全
然
謳
別
せ
ぬ
人
は
多
い
。
し
か
し
わ
れ
わ
れ
は
右
の
よ

う
に
理
解
し
て
、
以
下
に
用
い
て
ゆ
き
た
い
さ
思
つ
て
い
る
。

銀
行
の
螢
む
諸
取
引
に
は
、

ど
の
よ
う
な
種
類
が
あ
る
か
。
従
来
普
通
に
行
わ
れ
て
き
た
匿
別
こ
し
て
は
、

／ 

第
一
に
主
要
業
務

(
H
a
u
p
tー

あ
る
い
は
正
則
業
務

(re
啓
Hire
G.) •J

.
J非
正
則
業
務
(
i
r
r
e
g
u
l
i
\
r
e

G.) Q
甑
別
が
あ
っ
た
。
こ

の
二
つ
の
藍
別
は
、
語
感
や
意
味
上
に
若
干
の
糀
り
が
あ
る
に
せ
よ
、
大
罷
に
同
一
．
の
内
容
に
つ
い
て
の
も
の
で
、
銀
行
の
行
う
業
務
間
の
軽

重
の
差
逃
を
示
す
罷
別
で
あ
る
。
主
要
業
務
あ
る
い
は
正
則
業
務
が
銀
行
業
務
の
支
配
的
部
分
を
示
す
の
に
酎
し
、
附
随
業
務
あ
る
い
は
非
正

則
業
務
は
銀
行
に
フ
さ
り
従
腸
的
な
部
分
を
表
硯
す
る
。
大
罰
に
預
金
・
貸
付
．
手
形
割
引
・

一證
券
投
資
・
銀
行
券
痰
行
等
の
こ
こ
令
が
銀
行
の

（
註
一
）

主
要
（
正
則
）
業
務
さ
せ
ら
れ
、
保
誕
預
り
・
證
券
釈
買
・
各
種
の
代
理
業
務
が
附
随
（
非
正
則
）
業
務

eこ
み
な
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

（
註
一
）
、シ
H

ル
ツ
ェ
・
ゲ
ペ
ル
ニ
ッ
ツ
（
史
"hulze、Gaevernitz)
に
よ
れ
ば
、
獨
逸
の
信
用
銀
行

(Kreditぽ
品
）
の
正
則
業
務
は
‘
預
金
・
嘗
座
貸
付
．

引
受
・
割
引
・
抵
賞
貸
付
の
ご
と
き
で
あ
り
、
非
正
則
業
務
は
證
券
取
引
・
代
理
業
務
・
保
護
預
業
務

‘

•
衰
行
業
務
の
よ
う
た
證
券
業
務
で
あ
る
と
い
う

(

l

)

主
要
業
務
と
附
隧
業
務
、
正
則
業
務
と
非
正
則
業
務

第

二

節

こ

れ

ま

で

の

分

類

五
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ー

(
D
i
e
 d
e
u
t
s
c
h
e
 K
r
e
d
i
t
b
a
n
k
,
 1
9
2
2
)
。
ま

t
ウ

ェ

ー

パ

ー

（

A.
W
e
b
e
r
)
に
よ
れ
ば
、
獨
逸
に
お
い
て
は
預
金
お
よ
び
振
替
業
務
・
短
期
貸
付
（
割

引
・
引
受
・
賞
座
貸
付
）
お
よ
び
代
理
業
務
が
、
か
れ
の
い
わ
ゆ
る
預
金
•
投
機
銀
行
の
正
則
業
務
で
、
長
期
貸
付
・
登
行
設
立
・
有
債
證
券
投
査
の
ご

と
き
が
、
非
正
則
業
務
に
な
っ
て
い
る
0

(
D
e
p
o
s
i
t
e
n
ぽ
己
c
e
n

u
n
d
 S
p
e
k
u
l
a
t
i
o
n
s
ぽ
已
8
n》

5

Aufl. 1
9
3
8
.
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•

. 

主
要
・
附
随
、
正
則
・
非
正
則
の
慨
別
は
、
別
に
述
べ
る
本
来
的
銀
行
取
引
>
こ
し
か
ら
ざ
る
取
引
>こ
の
甑
別
と
同
一
で
は
な
い
。
前
者
は
銀

行
が
何
を
主
さ
し
て
螢
む
か
さ
い
う
見
地
に
立
つ
て
の
芦
別
で
、

て
、
あ
る
い
は
本
来
的
銀
行
取
引
さ
い
い
、
あ
る
い
は
し
か
ら
ざ
る
取
引
＞
こ
い
う
の
で
あ
る
。
後
者
に
あ
っ
て
は
内
容
は
固
定
・
確
定
し
て
い
る

の
に
討
し
て
、
前
者
に
あ
っ
て
は
不
定
で
あ
る
。
あ
る
銀
行
に
さ
つ
て
主
要
な
業
務
が
他
の
銀
行
に
>
こ
り
附
誨
の
業
務
で
あ
る
こ
こ
も
な
く
は

な
い
。
例
え
ば
為
替
銀
行
に
お
い
て
主
要
業
務
で
あ
る
為
替
取
引
が
、
市
中
銀
行
に
お
い
て
附
随
業
務
で
あ
っ
た
り
、
債
券
猿
行
銀
行
の
附
随
業

（
註
一
）

務
で
あ
る
預
金
取
引
が
市
中
銀
行
で
主
要
業
務
で
あ
っ
た
り
す
る
な
ご
が
そ
う
で
あ
る
。

•も
’つ
フ
こ
も
銀
行
の
主
に
螢
む
取
引
は
何
等
か
の
稲
度

銀
行
本
来
の
取
引
さ
闘
係
が
あ
ろ
う
か
ら
、
大
腔
に
一
定
の
内
容
を
も
つ
こ
さ
は
事
賓
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
銀
行
の
主
要
な
業
務
ご
本
来
の
業

こ
の
澗
に
完
全
な
一
致
を
求
め
る
こ
こ
は
不
可
能
で
あ
る
。
銀
行
に
さ
り
本
質
的
で
な
い
取
引

を
、
銀
行
に
さ
り
本
来
の
取
引

tこ
合
せ
て
、
主
こ
し
て
螢
む
こ
さ
も
稀
で
は
な
い
。
か
く
て
あ
る
種
の
銀
行
の
主
要
業
務
は
他
の
國
の
同
種
の

銀
行
に
よ
っ
て
も
螢
ま
れ
て
い
な
い
フ
ぷ
ぅ
こ
こ
も
生
じ
る
。
例
え
ば
、
ド
イ
ツ
の
信
用
銀
行
で
は
證
券
賣
買
取
引
が
か
な
り
の
規
模
で
行
わ

れ
て
お
り
、
こ
の
こ
こ
か
ら
ウ
ェ
ー
バ
ー
は
、
證
券
委
託
衷
買
を
銀
行
の
正
規
の
業
務
に
加
え
て
い
る

(a.
a. 
0., S
.
 
2
1
2
f
f
.
J
。
し
か
し
わ

（
註
二
）

が
國
の
普
通
銀
行
は
そ
の
よ
う
な
取
引
は
螢
ま
ぬ
し
、
ま
た
ウ
ェ
ー
．
＾
ー
自
身
も
そ
れ
を
銀
行
本
来
の
取
引
ご
考
え
は
し
な
か
っ
た
。
ま
た
こ

務フヽ
J

は
、
も
ァ
さ
河
ミ
別
個
の
概
念
で
あ
り
、

銀
行
本
質
論
>
こ
は
無
闘
係
で
あ
る
が
、

後
者
は
銀
行
取
引
の
本
質
に
照
し



と
す
る
施
設
で
あ
る
」

(a.
a
.
0
,
 S. 
L
)
と
い
つ
て
、

に
闘
す
る
定
義
に
つ
い
て
調
べ
て
み
る
と
、

‘
れ
こ
は
反
酎
に
、
あ
る
種
の
銀
行
に
さ
つ
て
附
随
的
な
取
引
が
、
賓
は
銀
行
に
さ
り
本
来
の
取
引
で
あ
る
場
合
が
あ
る
●
例
え
ば
痰
券
銀
行
や

債
券
痰
行
銀
行
の
預
金
取
引
は
、
こ
れ
ち
の
銀
行
に
乏
っ
て
は
主
た
る
貸
付
資
金
源
ご
は
な
ら
な
い
が
、

（
註
三
）

引
こ
し
て
引
離
せ
な
い
、
等
々
。

（
註
一
）
丹
後
敬
授
の
意
見
に
よ
れ
ば
、
ま
ず
「
主

t
る
業
務
と
従
た
る
業
務
」
の
一
ー
つ
に
砿
分
さ
れ
る
。
主

t
る
業
務
と
い
う
の
は
、
賽
金
供
絵
業
務
（
手

形
割
引
、
貸
付
、
公
社
債
株
式
等
有
債
證
券
の
應
募
・
引
受
）
と
査
金
蒐
集
業
務
（
預
金
、
債
券
の
衰
行
）
、
査
金
造
出
業
務
（
預
金
貨
幣
の
造
出
お
よ

び
銀
行
券
の
夜
行
）
の
三
で
あ
る
。
総
替
業
務
は
査
金
の
供
給
と
蒐
集
の
双
面
的
性
質
を
お
び
る
。
大
に
銀
行
の
従

t
る
業
務
と
い
う
の
は
、
代
金
の
取

立
お
よ
び
支
彿
の
代
理
、
保
課
預
り
、
・
手
形
の
引
受
｀
信
用
朕
の
夜
行
、
雨
替
、
有
債
證
券
の
賣
買
、
地
金
銀
の
賣
買
、
撓
保
付
社
債
信
託
業
の
ご
と
き

で
あ
る
（
丹
後
愛
＿
一
郎
著
銀
行
論
昭
和
九
年
一
＿
了
―

-1＿頁）。

は
問
題
と
思
う
。

ー

,'‘
 

し

し
か
し
主

t
る
業
務
と
従

t
る
業
務
の
内
容
を
こ
の
よ
う
に
固
定
し
て
考
え
て
ゆ
く
の

（
註
二
）
ウ
ェ．

ー
パ
ー
は
證
券
委
託
資
買
を
ド
イ
ッ
信
用
銀
行
の
正
則
業
務
と
み
て
、．銀
行
の
名
も
預
金
•
投
機
銀
行
(
D
e
p
o
s
i
t
e
n
,
u
n
d

S
p
e
k
u
l
a
t
i
o
n
s
 

ー
百
品
）
と
い
う
の
を
用
い
て
い
る

ー（a.
a. 
0, S
.
 3
.
)
。
し
か
し
こ
れ
を
銀
行
本
来
の
取
引
と
み
て

．
い
る
か
と
い
え
ば
そ
う
で
た
く
、
例
え
ば
彼
の
銀
行

「
銀
行
は
そ
れ
に
奥
え
ら
れ

t
信
頼
を
基
礎
と
し
て
、
支
彿
取
引
お
よ
び
信
用
取
引
に
仕
え
る
こ
と
を
目
的

證
券
委
託
賣
買
の
こ
と
に
は
少
し
も
鱗
れ
て
い
た
い
。
も
と
も
と
銀
行
に
本
質
的
で
な
い
取
引

が
、
大
々
的
に
管
ま
れ
て
い
る
と
い
う
だ
け
た
の
で
あ
ろ
う
。

（
註
＿
＿
＿
）
服
部
数
授
は
主
要
な
る
業
務
を
本
来
的
取
引
、
附
陸
業
務
を
非
本
末
の
取
引
で
あ
る
か
に
考
え
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
い
わ
く
、

は
其
の
名
の
示
す
如
く
銀
行
の
主
要
な
る
業
務
に
附
院
す
る
も
の
に
外
た
ら
ざ
る
も
の
た
れ
ば
銀
行
は
必
ず
し
も
之
を
螢
ま
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
も
の
に
あ

ら
ず
」
と
（
服
部
文
四
郎
著
銀
行
原
論
大
正
三
年
九
九
ー
一

0
0頁
）
。
し
か
し
わ
た
く
し
は
、
こ
れ
を
蓋
別
し
て
考
え

t
い。

「
唯
附
随
的
業
務

一
般
の
銀
行
に
ご
つ
て
は
本
来
の
取

五



五

主
要
業
務
フ
ぶ
附
蹄
業
務
、
正
則
業
務
さ
非
正
則
業
務
の
概
別
は
、
確
か
に
一
應
の
意
味
を
も
つ
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
ざ
の
業
務
を
銀
行
が
中

心
的
・
正
則
的
に
螢
み
、
ざ
の
業
務
が
附
随
的
・
従
謁
的
に
し
か
螢
ま
れ
て
い
な
い
か
は
明
ら
か
さ
な
ろ
う
。
し
か
し
な
ぜ
に
そ
う
な
る
か
は

、
分
ら
な
い
。
換
言
す
れ
ば
、
銀
行
の
螢
む
各
種
業
務
間
の
軽
重
の
事
賞
は
明
ら
か
に
な
る
に
し
て
も
、
そ
の
根
腺
は
説
明
さ
れ
な
い
。
つ
ま
り

が
銀
行
業
務
の
本
質
に
闘
す
る
猥
別
で
は
な
く
て
、
箪
な
る
事
賓
の
指
摘
に
す
ぎ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
銀
行
取
引
の
本
質
を
解
明

せ
ん
さ
し
て
そ
の
廊
別
を
問
題
さ
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
闘
心
は
銀
行
の
螢
む
各
種
取
引
の
本
質
や
差
違
や
作
用
や
連
闘
に
注
が
れ
て
い
る
。

嘗
然
に
事
態
の
本
質
に
立
入
っ
た
別
個
の
甑
別
を
求
め
ね
ば
な
ら
な
い
。

(
-
＿
)
能
動
的
業
務
と
受
動
的
業
務
、
授
信
（
あ
る
い
は
興
信
）
業
務
と
受
信
業
務

さ
こ
ろ
で
銀
行
業
務
に
は
、
別
に
能
動
・
受
動(
A
k
t
i
v
`
P
~
s
s
i
v
)

、
授
信
（
興
信
）

（
連
）

別
も
行
わ
れ
て
い
る
。
し
か
も
若
干
の
例
外
を
除
い
て
大
腔
主
要
業
務
に
つ
い
て
の
謳
別
こ
な
っ
て
い
る
か
ら
、
上
に
問
題
ご
し
た
主
要
業

務
の
内
賓
を
明
ら
か
に
す
る
さ
い
う
意
味
で
、
次
に
こ
の
顧
別
を
吟
味
し
て
み
よ
う
。

（
註
一
）
若
干
の
例
外
と
い
う
の
は
、

t
と
え
ば
夭
註
の
（
一
）
の
ご
と
し

能
動
的
業
務
さ
受
動
的
業
務
の
甑
別
さ
い
う
の
は
、
こ
う
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
銀
行
が
取
引
の
結
果
>F
し
て
債
椛
者
ご
な
る
よ
う
な
業
務
が

能
動
的
業
務
で
、
逆
に
債
務
者
っ
こ
な
る
よ
う
な
業
務
が
受
動
的
業
務
で
あ
る
。
前
者
に
腸
す
る
も
の
は
割
引
や
貸
付
の
ご
ご
き
で
、
後
者
に
属

す
る
も
の
は
銀
行
券
ぉ
●
び
銀
行
債
の
装
行
や
預
金
な
ご
こ
な
っ
て
い
る
。

(
H
a
n
d
w
o
r
t
e
r
b
u
c
h
des B
a
n
k
w
e
s
e
n
s
,
 hrsg•von 

Palyi 
u. 

・
受
信

(Kreditgeben,
K
r
e
d
i
t
n
e
h
m
e
n
)
の
甑
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，
 

‘、

も
つ
と
も
こ
の
僻
典
は
、
銀
行
業
務
を
分
け
て
直
ち
に
、
熊
動
的
業
務
・
受
動
的
業
務
・
無
闘
心
業
務

(indifferente 
G.)
の
1-
＿
と
な
し
て
い
る
。

能
動
・
受
動
の
砿
別
は
、
し
ば
し
ば
夭
に
述
べ
る
授
信
・
受
信
の
蹴
別
と
結
合
さ
れ
て
、
そ
れ
と
同
一
の
意
味
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

t
と
え
ば
シ
ュ

ル
ツ

i
は
、
正
規
業
務
を

passive
B
a
n
k
g
と
a
k
t
fv
e
 B
a
n
k
g
に
属
別
し
て
い
る
が
、
さ
ら
に
こ
の
こ
と
を
芦
稔
i
v
e
K
r
e
d
i
t
g
.
 
a
k
t
i
v
e
 K
r
e
d
i
t
g
.
 

と
も
い
つ
て
い
る

(a.
a. 
0., S
.
 
1
1
.
)
0

丹
後
数
授
に
よ
れ
ば
、
「
銀
行
の
主

t
る
業
務
を
信
用
を
奥
え
ま

t
受
く
る
業
務
に
分
つ
と
き
は
、
前
者
を
授

信
業
務
ま

t
は
熊
動
的
業
務
、
後
者
を
受
信
業
務
ま

t
は
受
動
的
業
務
と
い
ふ
」
と
あ
り
（
前
掲
書
一
三
頁
）
、
服
部
欲
授
に
よ
れ
ば
、
「
即
ち
其
の
第
一

は
銀
行
業
務
の
中
銀
行
自
ら
之
に
よ
り
て
信
用
を
受
く
る
も
の
に
し
て
預
金
並
び
に
紙
幣
及
び
債
券
の
登
行
は
之
に
麗
し
之
を
受
動
的
業
務
と
云
ひ
其
の

第
一
ー
は
銀
行
の
之
に
よ
り
て
自
ら
信
用
を
奥
ふ
る
も
の
に
し
て
割
引
貸
付
等
之
に
愚
し
之
を
熊
動
的
業
務
と
い
ひ
、
云
々
」
と
あ
る
（
前
掲
書
九
七

J
九

八
頁
）
。
右
に
よ
れ
ば
能
動
・
受
動
の
販
別
は
全
然
授
信
・
受
信
の
砥
別
と
同
一
で
あ
る
。
宜
は
わ

t
く
し
も
こ
う
し
た
見
解
に
異
議
の
あ
る
は
ず
は
な
い

の
で
あ
る
が
、

t
だ
授
信
・
受
信
の
軍
別
は
、
後
に
の
べ
る
よ
う
に
、
能
動
・
受
動
の
冨
別
を
信
用
と
い
う
概
念
を
挿
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、

、ヨ
l
内
容

的
に
表
現
し

t
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き

t
い
と
思
う
。

し
か
し
こ
の
よ
う
な
匝
別
が
ど
の
程
度
に
銀
行
取
引
の
賓
開
的
連
闊
を
明
ら
か
に
す
る
か
ァ
こ
い
え
ば
、
や
は
り
正
則
・
非
正
則
の
甑
別

eこ
同

様
に
疑
問
で
あ
る
。
銀
行
が
取
引
に
よ
り
債
櫂
者
さ
な
る
か
債
務
者
こ
な
る
か
、
あ
る
い
は
い
す
れ
に
も
な
ら
ぬ
か
こ
い
う
こ
こ
は
、
銀
行
の

行
う
取
引
そ
れ
自
身
の
本
性
を
解
明
す
る
も
の
で
は
な
く
て
、
箪
に
そ
れ
に
附
腸
す
る
効
果
を
表
玩
す
る
に
す
ぎ
な
い
。
例
え
ば
受
動
的
業
務

に
入
れ
ら
れ
る
預
金
取
引
・
銀
行
券
お
よ
び
銀
行
債
の
痰
行
な
ご
に
は
、
性
質
上
か
な
り
の
相
違
が
認
め
ら
れ
る
。
後
に
も
述
べ
る
よ
う
に
預

金
取
引
や
痰
券
取
引
は
貨
幣
流
通
取
引
に
入
る
の
に
反
し
、
銀
行
債
の
疲
行
は
貸
付
取
引
、
し
か
も
受
動
的
・
消
極
的
・
貸
付
取
引
の
部
類
に

し（
註
一
、
註
ー
ー
）

Q
u
i
t
t
n
e
r
,
 
1
9
3
3
,
 
S
.
 
7
0
.
'
j
 

五
四
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ヽ
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‘
 能

勁
・
受
動
の
甑
別
が
銀
行
取
引
の
本
質
を
解
明
す
る
上
に
不
充
分
で
あ
る

eこ
す
れ
ば
、
授
信
・
受
信
の
顧
別
は
．
ご
う
で
あ
る
か
。
授
信
・

受
信
の
藍
別
は
、
前
註
（
二
）
の
終
り
で
述
べ
た
よ
う
に
、
賓
質
的
に
は
能
動
・
受
動
の
甑
別
'
Y
J

斐
り
は
な
い
。
た
だ
新
た
に
信
用
こ
い
う
概

念
を
取
入
れ
て
、
内
容
的
に
ョ
リ
充
賓
せ
し
め
た
も
の
に
ほ
か
な
ら
ぬ
。
大
開
に
後
に
述
べ
る
信
用
媒
介
説
フ
4

闘
連
●
て
主
張
さ
れ
、
銀
行
の

（註一）

信
用
を
典
え
る
業
務
が
授
信
業
務
、
信
用
を
受
け
る
業
務
が
受
信
業
務
と
な
る
の
で
あ
ス
i
o

「
現
今
の
銀
行
は
貨
幣
の
信
用
取
引
を
以
て
主
眼
と
為
す
も
の
た
る
が
故
に
其
業
務
は
之
を
左
の
一
一
種
に
大
別
す
る
こ
と
を
得
べ
し
。
一
、
受
信
的
業

務
。
二
、
授
信
的
業
務
。
」
（
山
崎
覺
次
郎
著
銀
行
論
改
訂
版
大
正
十
五
年
六
頁
）

我
信
業
務

e
受
信
業
務
の
屈
別
は
、
能
動
・
受
勤
の
そ
れ
よ
り
は
遥
か
に
内
容
的
で
、
寅
別
の
標
準
も
一
見
極
め
て
明
快
に
み
え
る
。
し
か

し
一
歩
路
み
こ
ん
で
見
る
さ
き
に
は
、
第
一
に
こ
の
場
合
導
入
さ
れ
る
信
用
っ
こ
い
う
概
念
が
明
確
を
鋏
く
。
そ
れ
は
貨
幣
的
信
用
か
貸
借
的
信

用
か
（
拙
著
利
子
學
説
史
昭
和
十
七
年
二
三
九
頁
以
下
を
参
照
）
。
貨
幣
的
信
用
を
媒
介
す
る
銀
行
取
引
な
ら
、
後
に
述
べ
る
貨
幣
流
通
取
引

「
見
、
事
が
ら
を
明

に
局
し
、
貸
借
的
信
用
を
媒
介
す
る
銀
行
取
引
な
ら
貸
付
取
引
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
信
用
こ
い
う
概
念
の
導
入
は
、

確
に
す
る
か
に
見
え
て
、
そ
う
で
は
な
い
。
か
え
つ
て
曖
昧
に
し
混
迷
さ
せ
て
い
る
。
第
二
に
、
信
用
を
授
け
る
こ
は
何
か
、
信
用
を
受
け
る

註
こ
さ
は
で
き
な
い
。

・入
る
。
同
じ
部
類
の
間
に
も
範
疇
上
の
相
違
が
あ
っ
て
、
決
し
て
一
様
に
論
じ
去
る
こ
こ
は
で
き
な
い
。
も
し
こ
れ
を
一
李
に
受
動
的
業
務
の

部
類
に
入
れ
る
だ
け
で
瀾
足
す
る
な
ら
ば
、
銀
行
取
引
の
深
い
内
賓
ゃ
連
闊
や
作
用
は
全
く
見
落
さ
れ
て
し
ま
う
こ
こ
に
な
る
。
受
動
・
能
動

の
概
別
も
ま
だ
一
應
の
も
の
、
皮
相
の
も
の
で
あ
っ
て
、
銀
行
取
引
の
本
質
を
解
明
す
る
作
業
概
念
こ
し
て
は
、
決
し
て
充
分
な
も
の
さ
い
う

／ 

五
五



註
さ
は
何
か
。
銀
行
券
を
痰
行
す
る
こ
ご
は
、
信
用
を
授
け
る
こ
さ
で
あ
る
さ
こ
も
に
信
用
を
受
け
る
こ
さ
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
ご
の
よ
う
に
説

明
す
る
か
。
箪
に
信
用
を
授
け
、
あ
る
い
は
受
け
る
さ
い
う
だ
け
で
ぱ
事
が
ら
は
少
し
も
明
瞭
"
f
J

な
ら
な
い
。
第
三
に
、
こ
う
し
て
授
信
・
受

信
さ
極
め
て
機
械
的
に
甑
別
す
る
た
め
に
、
本
来
慨
別
さ
る
べ
き
も
の
が
混
同
さ
れ
る
こ
さ
に
な
っ
た
。
例
え
ば
、
銀
行
券
の
疲
行
や
預
金
取

そ
の
間
に
極

め
て
大
き
な
隔
り
の
あ
る
の
が
分
る
の
で
あ
る
。
ま
す
預
金
取
引
，
こ
銀
行
券
取
引
こ
に
お
け
る
信
用
闘
係
は
、
後
に
も
述
べ
る
よ
う
に
寄
託
的

信
用
闘
係
で
あ
り
、
そ
れ
が
特
定
の
條
件
の
下
で
貨
幣
的
あ
る
い
は
流
通
的
信
用
闘
係
に
韓
じ
て
く
る
。
一
般
に
い
つ
て
こ
の
二
取
引
の
機
能

は
、
貨
幣
流
通
上
に
意
義
を
も
ち
、
後
に
述
べ
る
銀
行
の
貨
幣
流
通
取
引
に
分
属
せ
し
め
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
さ
こ
ろ
が
銀
行
債
の
な
奴
行
の

（

氾

）

（

註

ー

ー

）

方
は
貸
付
取
引
に
腸
し
、
そ
の
内
包
す
る
信
用
闘
係
は
貸
借
的
信
用
の
そ
れ
で
あ
り
そ
の
概
能
も
金
融
機
能
>
こ
い
う
黙
に
意
味
が
あ
る
。
つ

ま
り
同
じ
受
信
業
務
で
も
、
そ
の
内
包
す
る
信
用
闘
係
に
お
い
て
、
ま
た
そ
の
営
む
機
能
に
お
い
て
、
明
確
な
慨
別
を
も
つ
の
で
あ
る
か
ら
、

そ
れ
が
明
ら
か
に
な
ら
ぬ
よ
う
な
銀
行
業
務
の
慨
別
で
は
、
研
究
を
進
め
る
上
の
役
に
立
た
な
い
。
，
授
信
・
受
信
の
既
別
も
な
お
、
わ
れ
わ
れ

の
目
的
に
さ
つ
て
は
充
分
で
な
い
よ
う
に
恩
わ
れ
る
。
ョ
リ
精
密
な
、
ヨ
リ
適
確
な
廊
別
を
他
に
求
め
ね
ば
な
ら
な
い
。

わ
れ
わ
れ
は
い
ま
信
用
論
を
展
開
し
て
い
る
の
で
た
い
か
ら
深
入
り
で
き
ぬ
が
、
右
の
論
述
を
補
足
す
る
意
味
で
、
信
用
と
い
う
も
の
の
内
容
と
分
類

に
つ
い
て
、
思
う
と
こ
ろ
を
少
し
く
述
べ
て
お
き

t
ぃ゚

わ

t
く
し
は
信
用
と
い
う
も
の
を
闘
係
的
に
債
櫂
債
務
閥
係
と
考
え
て
い
る
。
債
櫂
債
務
闊
係
に
は
、
給
付
と
反
封
給
付
を
内
容
と
す
る
そ
れ
と
、
軍

に
債
務
を
表
示
し
、
し
た
が
つ
て
そ
れ
に
鉗
し
て
債
擢
と
い
う
も
の
の
考
え
ら
れ
る
片
務
的
た
も
の
と
が
あ
る
と
思
う
。
後
者
は
預
金
貨
幣
と
か
銀
行
券

引
や
銀
行
債
の
疲
行
は
、
さ
も
に
受
信
業
務
で
あ
る
、
こ
い
わ
れ
て
い
る
。

し
か
し
こ
の
三
つ
の
も
の
を
仔
細
に
桧
討
す
る
こ
、

嶋'

五
六

．
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貨
幣
流
通
取
引
・
金
融
取
引
（
貸
付
取
引
）
•
そ
の
他
の
取
引五

七

た
ど
の
よ
う
に
流
通
的
・
貨
幣
的
信
用
に
際
し
て
現
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
C

だ
か
ら
信
用
闊
係
は
、
ま
ず
大
別
し
て
、
双
務
的
た
も
の
と
片
務
的
な
も
の

（
貨
幣
的
信
用
）
と
に
分
れ
る
こ
と
に
た
る
。
次
に
双
務
的
な
信
用
閥
係
に
は
、
消
費
貸
借
に
も
と
ず
く
貸
借
的
信
用
と
寄
託
取
引
に
も
と
ず
く
寄
託
的

信
用
と
信
託
取
引
に
も
と
ず
く
信
託
的
信
用
の
ご
と
き
を
腐
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
°
貸
借
的
信
用
に
、
本
来
的
貸
借
信
用
と
賣
買
取
引
と
結

合
し

t
商
業
信
用
の
あ
る
こ
と
は
、
か
つ
て
指
摘
し

t
と
こ
ろ
で
あ
る
。
（
拙
著
利
子
學
説
史
三
五

0
頁
）
．

銀
行
の
一
＿
機
能
、
す
た
わ
ち
貨
幣
流
通
機
能
と
金
融
機
能
と
に
つ
い
て
は
、
別
の
機
會
に
論
ず
る
。

品
附
記
〕
上
述
の
各
稲
の
蔦
別
を
つ
き
ま
ぜ
た
分
類
が
あ
る
が
、
本
質
的
に
は
何
等
の
進
歩
が
な
い
ば
か
り
か
、
か
え
つ
て
罷
別
を
不
鮮
明
に

し
て
い
る
膝
い
が
あ
る
。
ニ
―
―
一
の
例
を
あ
げ
て
み
よ
う
。
い
受
動
的
業
務
、
能
動
的
業
務
、
附
随
業
務
（
服
部
数
授
前
掲
害
九
八
ー
九
九

頁
）
⇔
受
信
業
務
、
授
信
業
務
、
附
蹄
業
務
（
山
崎
博
士
前
提
書
六
ー
七
頁
）
国

A
k
t
i
v
g
e
s
c
h
i
i
f
t
,
P
a
s
s
i
v
g
e
s
c
h
a
f
t
,
 i
n
d
i
f
f
e
r
e
n
t
e
 

G
e
s
c
h
a
f
t
 
(
H
a
n
d
w
o
r
t
e
r
b
u
c
h
 d
e
s
 B
a
n
k
w
e
s
e
n
s
,
 S
.
 
7
0
)
 
Q
ご
"
J
J

し。

第
一
＿
一
節

叙
上
各
種
の
分
類
が
さ
も
に
銀
行
業
務
の
賓
骰
的
原
別
を
明
ら
か
に
す
る
こ
＞
こ
が
で
き
な
い
で
い
る
の
は
、
そ
れ
ら
が
銀
行
諸
業
務
の
表
見

的
外
被
に
の
み
眩
惑
さ
れ
て
、
深
く
そ
の
機
能
に
ま
で
徹
し
て
い
な
い
か
ら
で
あ
ろ
う
。
箪
に
機
構
や
形
態
を
問
題
ご
す
る
だ
け
で
機
能
を
考

え
て
い
な
い
。
つ
ま
り
箪
な
る
銀
行
業
務
の
甑
別
に
す
ぎ
な
い
。
そ
れ
を
機
能
の
見
地
か
ら
練
つ
た
銀
行
取
引
の
駆
別
に
な
っ
て
お
ら
な
い

（
第
一
節
を
参
照
）
。
目
を

H
常
的
な
業
務
か
ら
引
上
げ
て
、
理
論
的
取
引
の
立
場
か
ら
銀
行
諸
活
動
の
甑
別
を
試
み
る
べ
き
で
あ
る
。
大
罷

に
、
貨
幣
流
通
取
引
、
金
融
取
引
（
貸
対
取
引
）
、
そ
の
他
の
取
引
の
三
つ
に
甑
別
し
て
み
た
ら
．
ご
う
で
あ
ろ
う
か
？
貨
幣
流
通
取
引
こ
い
う



，
 

貨
幣
流
通
取
引
あ
る
い
ぬ
簡
箪
に
い
つ
て
貨
幣
取
引

(
G
e
l
d
v
e
r
k
e
h
r
,
G
e
l
d
h
a
n
d
e
l
)
 -
~
、

．
 

こ
ろ
の
取
引
で
あ
る
。
例
え
ば
送
金
・
代
金
の
取
立
・
貨
幣
の
保
管
・
出
納
・
附
替
な
ご
の
こ

フこ
き
。
商
人
の
行
う
商
品
取
引
が
脱
品
の
流
通

を
媒
介
し
管
理
し
促
進
す
る
よ
う
に
、
貨
幣
取
引
業
者
あ
る
い
は
貨
幣
商
人

(
G
e
l
d
h
a
n
d
l
e
r
,
m
o
n
e
y
 m
e
r
c
h
a
n
t
)

の
行
う
貨
幣
取
引
は
、

一
般
の
貨
幣
流
通
を
媒
介
し
簡
易
に
し
促
進
す
る
。
銀
行
業
者
も
ま
た
一

稲
の
貨
幣
商
人
で
あ
る
こ

>こ
は
、
こ
こ
で
詳
し
く
述
べ
る
餘
裕
は
な

ワ
グ
ナ
ア

(
A
.
,
W
a
g
n
e
r
)
'
!
!
、
か
れ
の
い
わ
ゆ
る
貨
幣
銀
行

(
G
e
l
d
b
a
n
k
)
Q
本
質
的
取
引
>
Jヽ

し
て
、
貨
幣
流
通

(
G
e
l
d
v
e
r
k
e
h
r
)

の

（
炉
h
o
n
b
e
r
g
s
H
a
n
d
b
u
c
h
 d
e
r
 P
o
l
i
t
i
s
c
h
e
n
 O
e
k
o
n
o
m
i
e
,
 4
A
u
f
l
.
 
B
d
.
 
I

,

 
1
8
9
6
,
 S
.
 4
5
6
.
)
。
し
か
し
貨
年
命
取

媒
介
を
あ
げ
て
い
る
。

引
に
闘
す
る
精
細
で
注
目
す
べ
き
規
定
を
典
え
た
の
は
マ
ル
ク
ス
・

（K
a
r
l
M
a
r
x
)
で
あ
る
。
査
本
論
第
三
巻
第
一
部
第
十
九
章
「
貨
幣
取
引

資
本
」
ご
題
す
る
箇
所
で
、
か
れ
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
ー
ー
商
品
流
通
の
結
果
ノA
し
て
貨
幣
流
辿
が
生
じ
る
。
貨
幣
流
通
に
こ
っ
て

は
、
さ
ま
ざ
ま
の
技
術
的
諸
操
作
が
必
要
＞こ
な
り
、
例
え
ば
産
業
資
本
家
は
、
貨
幣
の
支
彿
・
牧
納
・
計
算
・
消
算
・
記
帳
・
保
管
な
‘
ど
一
切

の
出
納
上
の
操
作
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
相
異
な
る
綜
涜
領
域
の
間
で
の
商
取
引
に
お
い
て
は
、
附
替
や
地
金
の
賓
買
が
行
わ
れ
る
。
こ

れ
ら
に
ほ
特
殊
の
努
働
が
必
要
ご
な
り
、
資
本
家
に

＞こ
つ
て
は
全
く
債
値
を
創
造
し
な
い
流
辿
上
の
費
用
で
あ
る
。
こ
れ
を
分
業
の
利
益
に
よ

い
が
明
ら
か
で
あ
る
。

(

l

)

貨
幣
流
通
取
引
あ
る
い
は
貨
幣
取
引

,,,,., 

の
は
銀
行
の
貨
幣
流
通
桟
能
に
闘
係
し
、
金
融
取
引
は
金
融
機
能
に
、

る
。
ち
な
み
に
、
こ
れ
ら
諸
機
能
に
つ
い
て
は
、
別
に
論
す
る
。

ヽ
)
~ ，

 

そ
れ
以
外
の
雑
多
の
機
能
に
闊
係
す

貨
幣
の
流
通
を
管
理
し
媒
介
し
促
進
す
る

>こ

そ
の
他
の
取
引
さ
い
う
の
は
、

五
八

／
 



7 

支
彿
取
引
を
も
つ
て
銀
行
本
来
の
機
能
？ヽJ
な
し

貨
幣
取
引
さ
い
う
言
葉
フC
類
似
の
も
の
に
支
彿
取
引

(
N
a
h
l
u
n
g
s
v
e
r
k
e
b
r
)
"JJ

い
う
の
が
あ
る
。

註ヽ

「
貨
幣
取
引
業
が
媒
介
す
る
の
は
貨
幣
流
通
の
技
術
的
諸
操
作
で
、
こ
れ
を
貨
幣
取
引
業
は
集
積
し
短
縮
し
簡

易
化
す
る
。
貨
幣
取
引
業
は
、
保
蔵
貨
幣
を
形
成
す
る
の
で
は
た
く
て
、
こ
の
貨
幣
保
蔵
を
：
•
•
そ
の
経
賓
的
最
小
限
に
縮
小
す
る
た
め
の
技
術
的
手
段

を
提
供
す
る
。
け
だ
し
、
賠
買
お
よ
び
支
彿
手
段
の
た
め
の
豫
備
基
金
は
、
全
査
本
家
階
級
の
た
め
に
管
理
さ
れ
る
た
ら
ば
、
各
査
本
家
に
よ
っ
て
別
々

に
管
理
さ
れ
る
場
合
ほ
ど
大
き
い
こ
と
を
稟
し
た
い
か
ら
で
あ
る
。
貨
幣
取
引
業
は
、
貴
金
屡
を
購
買
す
る
の
で
は
な
く
、
商
品
取
引
業
が
こ
れ
を
賭
買

し

t
と
き
に
、
そ
の
配
分
を
媒
介
す
る
だ
け
で
あ
る
。
貨
幣
取
引
業
は
、
貨
幣
が
支
彿
手
段
と
し
て
機
能
す
る
か
ぎ
り
．で
は
支
彿
差
額
の
決
賓
を
容
易
た

ら
し
め
、
か
つ
こ
の
決
賓
の
人
鯰
的
機
構
に
よ
っ
て
決
賓
に
必
要
な
貨
幣
を
減
少
さ
せ
る
。
だ
が
そ
れ
は
相
互
的
支
彿
の
闘
連
も
範
園
も
規
定
し
た
い
。

例
え
ば
、
銀
行
や
手
形
交
換
所
で
相
互
に
交
換
さ
れ
る
手
形
や
小
切
手
は
、
ま
っ

t
く
獨
立
せ
る
諸
事
業
を
表
示
し
、
奥
え
ら
れ
た
諸
操
作
の
結
果
で
あ

つ
て
、
問
題
は

t
だ
、
ど
う
す
れ
ば
こ
れ
ら
の
結
果
が
技
術
的
に
う
ま
．＜

決
賓
さ
れ
る
か
と
い
う
こ
と
だ
け
で
あ
る
0

貨
幣
が
購
買
手
段
と
し
て
流
通
す

る
か
ぎ
り
で
は
、
諸
々
の
購
買
お
よ
び
販
賣
お
よ
び
販
賣
の
範
園
お
よ
び
数
量
は
、
貨
幣
取
引
業
か
ら
ま
っ

t
く
獨
立
し
て
い
る
。
貨
幣
取
引
業
は
、

t

だ
右
に
伴
う
技
衛
的
諸
操
作
を
短
縮
し
、
か
く
し
て
、
そ
の
回
韓
に
必
要
た
現
金
の
分
量
を
減
少
さ
せ
う
る
の
み
で
あ
る
。
」

v
o
n
 Adoratskij, 
Bd. I
,
 1
,
 

S
.
 
352ー
ぶ
3
.

邦
課
苓
本
論
長
谷
部
文
雄
課
第
三
部
第
一
＿
分
冊
三
四
九
ー
ー
1

一五

0
頁
）

マ
ル
ク
ス
の
言
葉
を
引
用
し
て
お
く
。

つ
て
減
裳
す
る
た
め
に
貨
幣
流
通
上
の
技
術
的
操
作
は
、
専
業
の
貨
幣
取
引
業
者
に
集
中
さ
れ
る
こ
＞こ
に
な
っ
た
。
貨
幣
取
引
等
の
た
め
に
前

貸
さ
れ
る
資
本
が
貨
幣
取
引
資
本

(
G
e
l
d
h
a
n
d
l
g
g
s
k
a
p
i
t
a
l
)
で
あ
る
。
貨
幣
取
引
妾
本
家
は
、
流
通
費
用
フヽJ
な
る
技
術
的
操
作
を
残
る
資

木
家
階
級
全
開
の
た
め
に
集
中
し
て
引
受
け
、
専
属
の
機
能
ご
し
螢
む
こ
>こ
に
よ
っ
て
社
會
的
に
流
通
費
用
の
負
楯
を
轄
減
す
る
。
そ
の
よ
う

（
註
一
）

な
特
殊
に
集
中
さ
れ
た
専
風
の
機
能
を
貨
幣
取
引

(
G
e
l
d
h
a
n
d
e
l
)
~
い
う
の
で
あ
る
。

會
・

J
 

(
A
n
t
o
n
i
o
 D
e
 Viti D
e
 M
a
r
c
o
,
 D
i
e
 F
u
n
k
t
i
o
n
 d
e
r
 B
a
n
k
,
 Ubersetzt 
v
o
n
 H
a
n
s
 

‘ヽ

d

,

9

 

五
九

例
え
ば
、
ヴ
ィ
テ
ィ
・
デ
・
マ
ル
コ
は

(
D
a
s
 K
a
p
i
 tal, 
hrsg. ．

 



• 
．
 

ツ
ァ
ッ
〈
ウ
は
占

’取
引
に
ド
イ
ツ
信
用
銀
行
や
イ
ギ
リ
ス
預
金
銀
行
の
主
た
る
使
命
を
見
出
し
て
い

る

(
E
.
Na

c
h
a
u,
Art.
,
 Kr

e
d
i
t
,
 Form
e
n
 u
n
d
 A
r
t
e
n,
 i

m
 H
a
n
d
w
.
 d.
 Ba
n
k
w
e
s
e
n
s
,
 19

3
3
,
 

s.
 

3
2
7
 

ff.)。
ご
も
に
壺
券
取
引
あ

る
い
は
振
替
預
金
取
引
を
も
つ
て
内
容
ご
し
、
こ
の
黙
わ
れ
わ
れ
の
貨
幣
取
引

tこ
い
う
概
念
よ
り
は
意
味
が
逝
か
に
狭
い
。
し
か
し
動
か
せ
ぬ

一
事
賓
こ
し
て
、
痰
券
取
引
や
振
替
預
金
取
引
は
、
も
ご
保
管
預
金
よ
り
疲
生
し
て
お

b
、
こ
の
俣
管
預
金
取
引
は
附
替
取
引
こ
無
闘
係
で
は

（
註
一
）

な
い
。
二
者
は
貨
幣
の
流
通
や
管
理
に
闘
連
し
て
生
じ
、
ご
く
に
分
離
し
て
考
え
る
理
由
は
な
い
の
で
あ
る
。
わ
け
て
も
銀
行
の
諸
取
引
を
分

類
せ
ん
さ
す
る
今
の
場
合
は
、
こ
れ
ら
の
す
べ
て
を
貨
幣
取
引
フヽJ
し
て
一
括
し
、
他
の
稲
の
銀
行
取
引

tこ
罷
別
す
る
の
が
よ
い
ご
思
う
。
こ
の

ゆ
え
に
わ
れ
わ
れ
は
、
支
彿
取
引
>
‘
」
い
う
狭
ぃ
概
念
の
使
用
は
や
め
て
畜
貨
幣
取
引
ご
い
う
の
を
用
い
る
こ

/：
に
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
貼
は
デ
・
ヴ
ィ
テ
ィ
・
デ
・
マ
ル
コ
も
明
確
に
承
認
す
る
と
こ
ろ
で
、
か
れ
は
雨
替
商
や
金
匠
が
銀
行
券
取
引
や
振
替
預
金
取
引
な
ど
の
よ
う
た

支
彿
取
引
を
導
入
し
、
し
店
つ
て
、
支
彿
機
脳
で
あ
る
銀
行
に
な
り
ゆ
く
過
程
を
ー
か
れ
の
見
解
に
し
た
が
い
ー
描
い
て
い
る
。

(a.a.O
.,
S
.53ー

g.）

銀
行
の
行
う
貨
幣
取
引
に
は
、
．
嘉
ょ
う
な
も
の
が
あ
る
か
。
上
に
述
べ
仁
こ
こ
ろ
か
ら
分
る
よ
う
に
、
第
一
に
は
預
金
取
引
が
あ
る
。
貨

は
明
か
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
に
振
替
的
出
納
預
金
の
場
合
は
明
瞭
で
、
直

幣
保
管
の
機
能
を
螢
む
か
ら
、
貨
幣
流
通
取
引
の
一
っ
に
厩
す
る
こ
こ

唇
貨
幣
流
通
を
推
常
す
る
こ
さ
に
よ
っ
て
今
日
、
最
有
力
の
支
彿
手
段
こ
し
て
機
能
し
て
い
る
こ
ピ
は
、
述
べ
る
ま
で
も
な
い
。
た
だ
し
投
、．
 

資
性
の
預
金
の
場
合
は
多
少
闘
係
に
斐
化
が
あ
り
、
支
彿
機
能
は
認
め
ら
れ
ぬ
し
、
ま
た
箪
純
に
保
省
機
能
を
螢
む
ご
も
い
う
こ
ご
は
で
き
な

い
。
し
か
し
別
に
明
ら
か
に
す
る
よ
う
に
箪
な
る
保
管
預
金
よ
り
装
生
し
て
複
雑
化
さ
れ
た
預
金
形
態
で
あ
り
、
今
日
で
も
消
在
的
に
は
依
然

そ
う
し
た
保
管
的
意
義
を
留
保
し
て
い
る
こ
ご
は
事
賓
で
あ
る
か
ら
、

註
日
i
e
d,
1
9
3
5
,
 S
.
 5

3ー

J
5
0
0
1
.
）
、

I• 

一
般
に
預
金
取
引
を
銀
行
の
螢
む
貨
幣
取
引
の
う
ち
に
入
れ
る
こ
こ
に

六
0



し
て
は
、
貸
付
取
引
を
中
心
に
問
題
と
し
て
ゆ
け
ば
よ
い
の
で
あ
る
。

通
す
る
こ
こ
を
い
う
。
取
引
に
は
今
日
二
種
類
あ

b‘

融
取
引
（
貸
付
取
引
）

ノ ・ 

六

第
二
に
銀
行
券
取
引
が
あ
る
。
銀
行
券
が
預
金
か
ら
焚
生
し
痰
展
し
て
き
た
こ

R

こ
は
別
に
史
質
に
つ
い
て
立
證
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
が
、
そ

の
こ
と
を
考
え
に
入
れ
な
く
こ
も
銀
行
券
を
疲
行
し
回
牧
し
操
作
す
る
取
引
が
貨
幣
取
引
で
あ
る
こ
こ
に
は
疑
問
の
餘
地
は
な
い
。
け
だ
し
銀

行
券
そ
れ
自
身
が
ー
つ
の
貨
幣
的
手
段
で
あ
る
か
ら
だ
。

第
l

二
に
、
送
金
・
雨
替
・
代
金
取
立
・
代
理
支
彿
慶
地
金
賓
買
の
ご
さ
き
が
貨
幣
取
引
の
一
種
で
あ
る
こ
こ
は
、
説
明
す
る
要
も
な
い
で
あ

ろ
う
。
た
だ
―
つ
こ
こ
で
問
題
こ
な
る
の
は
手
形
引
受
で
あ
る
。
そ
れ
は
手
形
の
流
通
性
を
高
め
る
こ
い
う
意
味
か
ら
一
種
〇
貨
幣
取
引
ご
み

て
よ
い
が
、
他
面
制
引
取
引
を
促
進
し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
引
受
上
の
債
務
も
生
す
る
黙
で
は
、
次
に
述
べ
る
貸
付
取
引
に
属
す
ご
も
い
え
る

で
あ
ろ
う
。
い
わ
ば
限
界
領
域
に
腸
す
る
附
随
・
従
属
の
取
引
で
あ
る
こ
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
し
か
し
こ
こ
に
確
か
な
一
事
は
、
こ
れ
を

第
三
の
「
そ
の
他
の
取
引
」
に
入
れ
る
こ
さ
の
不
適
営
で
あ
る
●
い
う
こ
さ
で
あ
る
。

(
―
―
)
金

金
融
と
い
う
祉
會
的
機
能
を
果
す
取
引
が
金
融
取
引
で
あ
る
が
、
具
個
的
に
い
え
ば
、
資
金
の
所
有
者
が
こ
れ
を
必
要
>4
す
る
使
用
者
に
融

ー
つ
は
貸
付
取
引
で
あ

b
、
二
は
出
資
取
引
で
あ
る
。
出
資
取
引
と
い
う
の
は
所
有
が

鯉
螢
か
ら
分
離
す
る
よ
う
な
朕
態
に
進
ん
だ
株
式
投
資
の
場
合
に
現
わ
れ
る
。
後
に
明
ら
か
に
す
る
よ
う
に
、
銀
行
は
概
ね
出
資
金
融
．は
行
わ

な
い
。
行
う
場
合
も
貸
付
金
融
に
準
す
る
意
味
で
、
あ
る
い
は
貸
付
金
融
と
観
念
し
て
螢
む
に
す
ぎ
な
い
。
だ
か
ら
銀
行
の
行
う
金
融
取
引
こ

は
さ
し
つ
か
え
あ
る
ま
い
。

々



消
費
貸
借
の
意
味
、
こ
と
に
金
錢
消
費
貸
借
の
意
味
に
つ
い
て
は
、
拙
著
利
子
學
説
史
第
一
章
第
一
節
「
消
費
貸
借
と
賃
貸
借
」
以
下
を
参
照
。

貸
付
取
引
さ
い
う
言
葉
さ
類
似
の
も
の
に
信
用
取
引(
K
r
e
d
i
t
v
~
r
k
e
h
r
)

~
い
う
の
が
あ
る
。
元
来
内
容
の
不
明
確
な
言
葉
で
、
貸
借
的
信

用
の
意
味
に
も
貨
幣
的
信
用
の
意
味
に
も
用
い
ら
れ
て
い
る
（
前
述
）
。
し
た
が
つ
て

さ`
く
に
貸
借
的
信
用
さ
い
う
意
味
を
指
定
し
な
い
で
は
、

こ
れ
を
貸
付
取
引
に
用
い
る
の
は
危
陰
で
あ
る
。
痰
券
取
引
や
振
替
預
金
取
引
は
貨
幣
取
引
に
属
す
る
が
、
し
か
も
貨
幣
的
信
用
取
引
で
あ
る

（
註
一
）

か
ら
だ
。
信
用
取
引
フ
q
い
う
言
葉
が
漫
然
フ
こ
學
術
語
さ
し
て
廣
＜
濫
用
さ
れ
て
い
る
の
は
遺
憾
で
あ
る
。

註
一

銀
行
の
螢
む
貸
付
取
引
に
ご
の
よ
う
な
種
類
が
あ
る
か
を
問
題
ご
し
よ
う
。

n
ー
ル
・
ロ
ー
ン
、
手
形
貸
付
、
證
書
貸
付
、
嘗
座
貸
越
、
公

註

（
註
ー
）

貸
付
取
引
さ
は
、
な
ん
で
あ
ろ
う
かo•
そ
れ
は
法
律
上
の
消
費
貸
借
の
こ
ビ
で
あ
る
。
た
だ
し
今

H

の
消
費
貸
借
は
原
則
こ
し
て
有
利
金
錢

消
費
貸
借
で
あ
り
、
銀
行
の
行
う
貸
付
取
引
も
ま
さ
に
そ
れ
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
で
も
後
で
も
、
銀
行
の
貸
付
取
引
こ
い
う
場
合
に
は
、
特
別

の
断
り
の
な
い
限

b
は
、
こ
の
有
利
金
錢
消
費
貸
借
を
意
味
す
る
も
の
さ
解
し
て
進
め
て
ゆ
こ
う
。
貸
付
取
引
は
出
資
取
引
こ
こ
も
に
資
金
を

融
通
す
る
手
段
で
あ
り
、
い
な
、
そ
れ
よ
り
も
菫
大
な
金
融
取
引
の
形
態
で
あ
る
。

ツ
ァ
ッ
＾
ウ
は
、
信
用
取
引

(Kreditgeschiift)
と
い
う
の
を
、
概
念
と
し
て
は
大
韓
に
わ
れ
わ
れ
の
貸
付
取
引
（
金
錢
消
費
貸
借
と
限
定
せ
ず
、

廣
義
の
消
費
貸
借
の
意
味
に
お
け
る
）
の
意
味
に
解
し
て
い
る

(Handw.
d
g
B
a
n
k
w
e
s
e
n
s
,
 S
.
 
325.)。
し
か
し
問
題
が
信
用
膨
脹
の
論
題
に
至
る

と
、
貸
借
的
信
用
と
貨
幣
的
信
用
と
は
混
同
さ
れ
、

Kredi
tschopfung
と
い
う
言
葉
と

Geldschopfung
と
い
う
言
葉
の
間
に
は
、
別
に
差
違
は

た
い
か
の
ご
と
く
で
あ
る
（
a.
a. 
0., S
.
 3
2
7
 
ff)。
す
た
わ
ち
こ
の
場
合
に
信
用
と
い
う
の
は
、
信
用
貨
幣
の
こ
と
で
あ
る
。

・

外
語
で
は
、
一
般
に
貸
付
取
引
の
こ
と
を
、
信
用
と
い
う
言
葉
を
用
い
て
、

Kredi
tverkehr
あ
る
ひ
は

credit
(
佛
語
で
は

9edit)
transaction 

た
ど
と
い
う
の
が
普
通
の
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
も

Leih,
loan, 
pret ~
ど
の
言
葉
を
用
い
て
表
現
す
る
方
が
、

六

は
つ
き
り
し
て
よ
い
と
思
う
。

．
 



り
債
務
を
債
櫂
に
慶
形
し
て
、
以
て
管
業
を
行
う
一
の
手
段
に
外
た
ら
ず
。

-，，ヽ

銀
行
が
取
引
先
の
為
め
に
貸
付
を
為
す
や
、

註
一
堀
江
蹄
一
博
士
の
割
引
と
貸
付
と
の
比
較
を
み
る
と
、
こ
う
で
あ
る
。
「
割
引
と
い
い
、
貸
付
と
い
い
、
と
も
に
預
金
銀
行
が
相
互
貸
借
の
方
式
に
撮

祉
債
の
應
募
な
ざ
が
貸
付
取
引
で
あ
る
こ
こ
に
つ
い
て
は
異
議
は
あ
る
ま
い
。
し
か
し
進
ん
で
、
手
形
割
引
や
有
債
證
券
の
購
入
や
株
式
の
應

募
な
ざ
ま
で
も
貸
付
取
引
の
部
類
に
入
れ
る
ご
き
に
は
反
封
が
生
じ
よ
う
。
こ
れ
ら
の
取
引
は
、
通
常
の
意
味
で
の
消
費
貸
借
で
は
な
い
か
ら

で
あ
る
。
そ
れ
を
あ
え
て
わ
れ
わ
れ
は
貸
付
取
引
の
部
類
に
納
め
て
考
え
て
ゆ
き
た
い
。
理
由
は
次
の
こ
ご
く
で
あ
る
。

（
イ
）
手
形
割
引
の
場
合

こ
こ
で
手
形
割
引
と
い
う
の
は
、
本
来
の
手
形
割
引
、
す
な
わ
ち
糊
業
手
形
の
割
引
を
い
う
。
な
ぜ
に
商
業
手
形
の
割
引
が
本
来
の
手
形
割

引
で
あ
る
か
は
、
、以
下
に
述
べ
る
こ
こ
ろ
か
ら
明
ら
か
に
な
ろ
う
。

手
形
割
引
の
経
惰
學
上
の
性
質
は
、
こ
れ
ま
で
あ
ま

b
問
題
'
y
J

さ
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
経
螢
技
術
的
あ
る
い
は
法
律
方
面
の
研
究
は

か
な
り
進
ん
で
い
る
に
も
か
か
わ
ら
す
、
手
形
割
引
の
綜
惰
學
的
究
明
は
、
い
さ
さ
か
等
閑
殴
さ
れ
た
き
ら
い
が
あ
る
。
貸
付
と
手
形
割
引
ご

を
置
別
し
て
、
そ
の
お
の
お
の
の
特
性
を
解
明
せ
ん
>
こ
し
た
論
者
は
な
く
は
な
い
が
、
概
し
て
表
面
上
の
形
式
的
技
術
的
差
違
に
滞
留
し
て
、

こ
さ
が
ら
の
本
質
的
内
容
に
ま
で
は
及
ん
で
い
な
い
。
貸
付
も
割
引
も
銀
行
が
貨
幣
を
前
貸
し
て
利
殖
す
る
黙
で
は
同
じ
く
、
た
だ
利
子
徴
牧

の
方
法
や
前
貸
の
期
間
や
櫓
保
や
貸
付
の
形
式
に
若
干
の
差
違
が
あ
る
さ
主
張
す
る
程
度
の
議
論
で
あ
る
。
な
ぜ
に
そ
の
よ
う
な
差
違
が
生
す

（
註
一
）

る
か
に
至
っ
て
は
、
別
に
こ
れ
ど
い
う
解
答
を
輿
え
て
お
ら
な
い
。
し
か
し
本
嘗
の
問
題
は
、
そ
の
親
洲
學
的
根
櫨
の
解
明
に
あ
る
。

け
、
取
引
先
の
嘗
座
残
高
を
噌
加
し
、
之
に
封
し
て
小
切
手
を
振
出
さ
し
め
、
銀
行
が
一
方
に
債
務
を
負
ふ
て
他
方
に
債
擢
を
有
す
る
こ
た
割
引
に
於
け

， 

ヽ

貸
付
金
に
相
賞
す
る
金
額
だ



z 

る
と
異
な
る
所
あ
る
を
見
ず
°
割
引
貸
付
共
に
根
本
の
性
質
の
一
た
る
こ
と
斯
の
如
し
と
雖
も
、
枝
葉
に
於
て
多
少
の
相
違
た
き
能
は
ず
」
ど
。

蹄
一
著
銀
行
論
改
版
大
正
十
一
年
一
五
二
頁
）
貸
付
も
割
引
も
債
擢
債
務
闘
係
に
お
い
て
は
同
一
で
、

t
だ
枝
葉
に
お
い
て
だ
け
多
少
異
た
る
と
い
う
主

張
で
あ
る
。
し
か
し
後
に
も
述
べ
る
よ
う
に
、
貸
付
は
旱
純
た
消
費
貸
借
で
あ
る
の
に
甜
し
、
割
引
は
過
去
の
消
費
貸
借
よ
り
生
じ

t
債
櫂
の
賣
買
で
あ

る
。
そ
の
効
果
と
し
て
の
債
擢
債
務
臓
係
に
お
い
て
は
同
一
か
も
知
れ
ぬ
が
、
出
疲
に
は
右
の
よ
う
た
根
本
的
差
違
が
あ
り
、
こ
れ
を
畢
に
枝
葉
の
相
違

と
だ
け
み
る
こ
と
は
正
し
く
な
い
。
ち
な
み
に
堀
江
博
士
が
割
引
と
貸
付
と
の
相
違
と
し
て
あ
げ
る
諸
貼
は
夭
の
ご
と
し
。

＇
「
割
引
に
お
い
て
は
、
銀
行

こ
は
定
額
の
貨
幣
を
要
求
す
る
既
存
の
櫂
利
を
買
入
れ
、
又
其
行
は
る
る
範
園
に
は
、
制
限
あ
り
、
既
存
の
取
引
に
基
き
、
短
期
限
内
に
貨
幣
を
要
求
す
る

擢
利
を
得
る
に
止
ま
り
、
長
期
の
放
査
に
適
せ
ず
、
一
方
に
貸
付
は
如
何
た
る
目
的
に
も
供
用
せ
ら
れ
、
又
期
限
必
ず
し
も
短
か
か
ら
ず
然
も
擢
保
、
保

證
の
類
を
必
要
と
す
。
而
し
て
割
引
の
場
合
に
は
銀
行
は
割
引
手
形
に
甜
し
て
、
査
金
を
融
涌
す
る
と
同
時
に
、
割
引
料
を
徴
牧
し
、
割
引
料
を
控
除
し

た
る
残
額
を
融
通
す
る
に
止
ま
れ
ど
も
、
貸
付
の
場
合
に
は
其
融
通
し

t
る
賽
金
の
返
却
を
受
く
る
と
き
に
、
始
め
て
利
子
を
徴
牧
す
る
も
の
た
り
。
云

々
」
（
前
褐
書
一
五
ニ
ー
一
五
l
1
1
!
m
O
そ
こ
に
は
さ
ま
ざ
ま
の
秀
れ

t
認
識
の
崩
芽
は
認
め
ら
れ
る
が
、

れ
、
明
ら
か
に
た
つ
て
お
ら
た
い
。

合
に
は
利
子
は
満
期
に
支
彿
わ
れ
る
。

「
貸
付
も
割
引
も
銀
行
に
よ
る
信
用
の
攘
張
を
代
表
す
る

法
理
的
、

六
四

繹
螢
技
術
的
見
地
に
よ
っ
て
蔽
わ

エ
ド
ワ
ー
ズ
の
割
引
と
貸
付
と
の
軍
別
に
閥
す
る
見
解
は
、
さ
ら
に
素
朴
た
も
の
で
あ
る
。

貼
で
は
同
一
で
あ
る
が
、
し
か
し
こ
れ
ら
二
つ
の
銀
行
信
用
の
形
式
の
間
に
は
、
あ
る
種
の
技
術
的
差
違
が
あ
る
°
銀
行
寅
践
は
、
貸
付
と
割
引
と
の
間

を
、
一
穀
に
前
者
は
保
證
が
あ
り
、
後
者
は
保
證
が
た
い
と
考
え
る
こ
と
に
よ
り
露
別
し
て
い
る
0

貸
付
の
場
合
の
信
用
許
奥
に
封
す
る
料
金
は
利
子
と

ヽ

呼
ば
れ
、
貸
付
の
滴
期

B
に
引
去
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
約
束
手
形
あ
る
い
は
総
替
手
形
の
割
引
に
お
い
て
は
、
『
割
引
料
』
と
呼
ば
れ
る
料
金
は
、
前
彿

の
際
に
引
去
ら
れ
る
。
云
々
」

(G.W.
E
d
w
a
r
d
s
,
 P
r
i
n
c
i
p
l
e
s
 
of B
a
n
k
i
n
g
 a
n
d
 F
i
n
a
n
c
e
,
 
1
9
3
2
,
 
P. 
1
1
7
.
)

「
貸
付
も
割
引
も
顧
客
の
銀
行
に
負

う
債
務
を
代
表
す
る
。
：
・
・
貸
付
と
割
引
と
の
間
の
本
質
的
差
違
は
利
子
支
彿
の
時
期
に
あ
る
0

と
も
に
銀
行
よ
り
の
借
入
を
代
表
す
る
が
、
貸
付
の
場

し
か
る
に
割
引
の
場
合
は
利
子
は
前
貨
に
あ

t
つ
て
引
去
ら
れ
る
。
」
(
i
b
i
d
.
,
P
.
 
1
2
7
.
)

割
升
や
貸
付
の
技
術

（
堀
江

• 



ー．

手
形
割
引
の
意
義
を
明
ら
か
に
す
る

t
め
に
は
、
そ
の
出
預
こ
な
る
商
業
手
形
、
さ
ら
に
遡
つ
て
は
商
業
信
用
か
ら
明
ら
か
に
じ
て
ゆ
か
ね

ば
な
ら
な
い
。
商
業
信
用
さ
は
、
賣
買
取
引
ビ
結
び
つ
い
た
貸
付
取
引
の
こ
ビ
で
あ
る
。
賓
｀
王
が
代
金
を
要
求
す
る
代
り
に
そ
れ
を
貸
付
け
、

貸
付
取
引
が
賣
買
取
引
に
複
合
し
て
行
わ
れ
る
場
合
を
、
商
業
信
用
さ
い
う
の
で
あ
る
。

し
た
が
つ
て
代
金
の
支
彿
が
賣
買
の
時
期
に
遅
れ
て
債
務
の
履
行
と
し
て
行
わ
れ
る
場
合
を
指
し
て
い
う
。
い
わ
ゆ
る
掛
賓
・
掛
買
の
こ
こ
で

あ
っ
て
、
こ
の
場
合
喪
主
は
貸
主
さ
な
も
、
買
主
は
借
主
こ
な

b‘

賣
買
取
引
ご
貸
付
取
引
さ
は
ー
つ
の
取
引
に
結
合
せ
ら
れ
る
。
こ
う
し
て

（
な
お
商
業
信
用
に
つ
い
て
は
拙
著
利
子
學
説
史
三

四
九
頁
以
下
を
参
照
）

ーは
な
い
。
こ
れ
に
よ
り
賓
主
の
債
樅
、
逆
に
い
つ
て
買
主
の
債
務
は
、

（
註
一
）

務
證
書
さ
み
な
さ
れ
る
所
以
で
あ
る
。

六
五

商
業
手
形
さ
い
う
の
は
、
商
業
信
用
を
流
通
可
能
の
證
書
に
轄
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
約
束
手
形
で
あ
っ
て
も
為
替
手
形
で
あ
っ
て
も
菱
b

一
個
の
流
通
證
券
に
酎
象
化
せ
ら
れ
る
。
商
業
手
形
が
一
種
の
支
彿
債

「
商
業
手
形
は
賣
買
取
引
に
附
随
し
て
作
成
さ
れ

t
一
種
の
債
務
證
書
で
」
あ
る
。
（
波
多
野
鼎
著
金
融
講
話
昭
和
十
六
年
七

0
頁
）

そ
れ
で
は
手
形
割
引
こ
は
何
で
あ
る
か
。
手
形
割
引
は
、
崩
業
手
形
に
酎
象
化
さ
れ
て
い
る
商
業
上
の
債
椛
を
銀
行
が
手
形
債
梱
者
か
ら
買

入
れ
る
こ
さ
で
あ
る
。
商
業
債
櫂
の
喪
買
な
の
で
あ
っ
て
、
こ
く
に
割
引
こ
い
う
言
葉
が
用
い
ら
れ
る
の
は
、
そ
の
購
買
代
債
が
額
面
よ
り
若

干
割
引
か
れ
た
あ
る
大
い
さ
に
定
め
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
い
ま
か
り
に
甲
ビ
い
う
商
人
が
乙
に
商
品
を
掛
で
喪
る
さ
す
る
。
甲
は
乙
に
酎
し

商
業
上
の
債
櫛
を
有
し
、
こ
の
債
梱
は
約
束
手
形
あ
る
い
は
為
替
手
形
に
作
成
さ
れ
て
、
甲
の
手
許
に
保
有
せ
ら
れ
る
。
こ
こ
ろ
で
、
何
か
の

註

や
形
式
だ
け
し
か
問
題
と
さ
れ
て
い
た
い
。

／
 



註 註

「
先
に
述
べ

t
や
う
に
、

手
形
は
そ
の
性
質
上
債
務
證
書
で
あ
る
。

事
情
で
甲
に
資
金
の
必
要
が
生
す
る
さ
す
る
。
か
れ
は
す
で
に
保
有
す
る
債
櫂
を
流
動
化
す
る
こ
こ
を
欲
し
、
こ
れ
を
銀
行
に
持
参
し
て
賓
却

す
る
。
銀
行
は
買
入
れ
て
手
形
債
務
者
（
例
え
ば
乙
）
に
酎
す
る
債
櫂
者
こ
な
り
、
甲
は
債
櫂
を
失
う
代
り
に
貨
幣
を
え
る
。
こ
こ
ろ
で
こ
の

場
合
の
商
業
債
櫂
さ
い
う
の
は
、
さ
き
に
も
述
ぺ
た
よ
う
に
賣
買
取
引
こ
複
合
し
た
貸
付
取
引
（
貸
借
的
信
用
の
一
亜
種
で
あ
る
商
業
信
用
）

に
由
来
す
る
も
の
で
、
す
な
わ
ち
銀
行
券
や
小
切
手
の
よ
う
な
要
求
彿
の
債
櫂
（
貨
幣
的
信
用
）
で
は
な
く
て
、
未
来
の
あ
る
時
期
に
賓
現
さ

れ
る
さ
こ
ろ
の
憤
櫂
で
あ
り
、
し
た
が
つ
て
現
在
に
お
い
て
わ
れ
わ
れ
の
評
債
の
酎
象
と
な
る
。
未
来
に
賓
現
さ
れ
る
債
値
で
あ
る
か
ら
嘗
然

に
現
在
に
あ
っ
て
は
低
評
債
さ
れ
る
。
そ
の
賣
買
債
格
が
額
面
以
下
の
あ
る
債
値
に
定
ま
る
の
は
自
然
で
あ
る
。
こ
の
場
合
の
逆
打
歩
が
割
引

料
ご
呼
ば
れ
る
。
つ
ま
り
手
形
割
引
さ
は
銀
行
●
顧
客
こ
の
間
に
行
わ
れ
る
商
業
債
櫂
の
寧
只
買
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
そ
の
効
果
は
商
業
債
櫂
の

（
註
一
、
註
ー
ー
）

．

（
註
三
）

顧
客
よ
り
銀
行
へ
の
肩
代
り
的
移
轄
で
あ
り
、
そ
の
場
合
の
賣
買
債
格
の
尺
度
が
割
引
料
な
の
で
あ
る
。

賣
主
が
貸
主
で
買
主
が
借
主
と
い
つ

t
信
用
賣
買
よ
り
生
じ

t
債
務
證
書
で
あ

る
。
か
う
し

t
債
務
證
書
を
今
銀
行
に
賣
り
、
銀
行
は
こ
れ
を
買
入
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
‘
賣
・
王
は
こ
れ
に
よ
っ
て
彼
の
債
櫂
を
銀
行
に
肩
代
り
し
て
貰

っ

t
こ
と
に
た
る
。
賣
主
は
こ
れ
に
よ
っ
て
査
金
を
回
牧
す
る
。
然
し
債
擢
者
と
し
て
の
櫂
利
は
銀
行
に
譲
つ
て
み
る
°
銀
行
が
あ
ら

t
め
て
賣
主
の
代

り
に
債
擢
者
と
た
り
、
滴
期
を
待
疇つ
て
買
主
か
ら
支
彿
を
う
け
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
手
形
の
賣
買
は
債
櫂
の
賣
買
乃
至
は
肩
代
り
と
で
も
い
ふ
べ
き
も

の
で
あ
る
。
」
（
波
多
野
鼎
前
褐
書
七
ー
ー
ー
七
三
頁
）

銀
行
券
や
小
切
手
の
よ
う
た
要
求
彿
債
擢
に
割
引
．た
る
も
の
の
生
じ
た
い
の
は
、
そ
れ
が
貨
幣
的
信
用
で
、
貸
借
的
信
用
で
た
い
か
ら
だ
。
そ
れ
は
要

求
彿
債
擢
で
あ
る
か
ら
直
ち
に
貨
幣
に
韓
換
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
肩
代
り
的
に
買
取
っ
て
も
ら
う
必
要
は
た
い
。
ま

t
未
末
の
あ
る
時
期
に
寅
現
さ
れ

る
貨
幣
で
な
く
、
現
在
即
刻
宜
現
さ
れ
る
貨
幣
を
代
表
す
る
か
ら
、
評
債
上
の
逆
打
歩
も
生
じ
た
い
。
貨
幣
的
信
用
に
割
引
た
る
も
の
の
生
じ
た
い
所
以

六
六
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註

六
七

「
約
束
手
形
、

鯰`
替
手
形
に
し
て
一
覧
彿
の
も
の
及
び
す
で
に
滴
期

B
到
末
し

t
る
も
の
は
割
引
の
必
要
生
ぜ
ず
、
従
つ
て
割
引
の
封
象
と
な

ら
た
い
。
た
だ
一
覧
後
定
期
彿
、

B
附
後
定
期
彿
、
確
定

B
彿
の
手
形
に
し
て
未
だ
滴
期

B
に
逹
せ
ざ
る
も
の
の
み
割
引
の
鉗
象
と
た
る
。
小
切
手
は
元

末
一
覧
彿
の

、證
券
た
る
が
故
に
本
来
割
引
の
封
象
と
た
ら
た
い
。
先

B
附
小
切
手
即
ち
振
出
の

B
附
が
寅
際
振
出
し

t
る
B
よ
り
も
狩
末
に
定
め
ら
れ

t

る
も
の
は
、
か
つ
て
小
切
手
面
記
載
の
振
出

B
よ
り
支
彿
は
る
る
も
の
と
し

t
る
が
故
に
、
割
引
の
甜
象
と
た
つ
て
ゐ

t
が
、
新
小
切
手
法
に
於
て
は
、

寅
際
の
振
出
の

B
よ
り
支
彿
を
う
け
得
る
も
の
と
た
す
に
よ
り
、
今
日
に
お
い
て
は
割
引
の
到
象
と
な
ら
た
い
。
」
（
丹
後
愛
一
一
郎
著
銀
行
論
1

九ー―
1
0

だ
か
ら
割
引
料
は
本
末
の
意
味
で
の
貸
付
の
利
子
と
は
同
一
で
た
い
0

も
ち
ろ
ん
貸
付
利
子
李
に
よ
っ
て
大
い
に
制
約
さ
れ
は
す
る
が
、
し
か
し
こ
の

場
合
第
一
義
の
要
詞
と
な
る
も
の
は
、
債
擢
の
評
債
と
い
う
こ
と
で
あ
る
0

貸
付
の
利
子
は
そ
の
評
債
を
決
定
す
る
一
要
素
に
す
ぎ
た
い
。
こ
の
貼
は
後

に
詳
論
す
る
つ
も
り
で
あ
る
。
な
お
ウ
ェ
ス
ク
ー
フ
ィ
ー
ル
ド
の
次
の
言
葉
は
、

「
こ
の
『
割
引
料
』
は
、
し
ば
し
ば
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
前
取
さ
れ

t
利
子
で
は
た
い
、
と
い
う
の
は
割
引
は
府
末
支
彿
わ
る
べ
き
項
目
の
現
在
債
値
を

決
定
す
る
方
法
で
あ
り
、
そ
れ
は
賽
産
中
に
出
費
高
（
手
取
金
高
）
を
も
つ
て
記
帳
さ
る
べ
き
で
あ
る
か
ら
だ
。
額
面
債
値
で
記
入
さ
れ
れ
ば
、
そ
れ
は

明
ら
か
に
割
引
料
の
額
だ
け
過
大
評
債
さ
れ

t
こ
と
に
た
る
、
」
と
0

(
W
e
s
t
e
r
f
i
e
l
d
,
 B
g
k
i
n
g
 P
r
i
n
c
i
p
l
e
s
 a
n
d
 

料
が
派
生
的
意
味
に
お
い
て
貸
付
利
子
と
み
た
さ
れ
る
所
以
に
つ
い
て
は
後
に
述
べ
る
。

こ
の
よ
う
に
手
形
割
引
は
商
業
債
櫂
の
賓
買
•
そ
の
肩
代
り
で
あ
る
な
ら
、
通
常
の
貸
付
取
引
さ
は
明
確
に
甑
別
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

通
常
の
貸
付
取
引
、
す
な
わ
ち
銀
行
に
お
い
て
箪
に
貸
付
と
呼
ば
れ
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
銀
行
は
硯
賓
に
貸
し
て
お
り
、
顧
客
は
賓
際
に
借

b
て
い
る
。
新
ら
し
い
消
費
貸
借
契
約
が
成
り
立
ち
、
そ
れ
に
應
す
る
新
債
櫂
者
ご
新
債
務
者
が
生
す
る
。
銀
行
が
債
櫂
者
で
顧
客
が
債
務
者

こ
な
る
こ
ビ
、
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
。
こ
こ
ろ
が
手
形
割
引
に
お
い
て
は
、
銀
行
は
賓
際
に
貸
す
の
で
は
な
い
。
た
だ
顧
客
の
有
す
る
奮
債
植
を

頁
）

で
あ
る
。

こ
の
貼
秀
れ
を
示
陵
を
含
む
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

P
r
a
c
t
i
g
1
9
2
4
,
 P.63.)
。
割
引

い
わ
く
、
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註

新
消
費
貸
借
契
約
や
新
債
植
債
務
闊
係
な
ご
は
生
じ
な
い
（
哀
害
債
務
を
除
く
）
。

え
る
債
楠
は
顧
客
が
も
さ
所
有
し
た
債
櫂
で
あ
り
、
こ
の
債
植
に
酎
す
る
債
務
者
は
以
前
こ
同
様
に
手
形
支
彿
引
受
人
で
あ
る
。
か
れ
は
手
形

作
成
の
常
初
か
れ
が
銀
行
の
顧
客
に
到
し
て
負
っ
た
商
業
上
の
債
務
の
ゆ
え
に
手
形
上
の
債
務
者
こ
な
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
ま
ま
が
糧
績
す

る
。
銀
行
が
か
れ
の
新
ら
し
い
債
櫂
者
で
、
先
の
債
横
者
た
る
手
形
割
引
依
頼
人
は
、
哀
書
債
務
を
除
い
て
は
、
こ
の
債
植
債
務
闘
係
か
ら
は

離
脱
し
て
し
ま
う
。
後
者
は
も
は
や
銀
行
の
債
務
者
で
も
、
手
形
引
受
人
の
債
櫂
者
で
も
な
い
。
裏
書
上
の
義
務
を
除
い
て
は
第
三
者
さ
な

る
。
け
だ
し
手
形
割
引
こ
い
う
の
は
、
債
楠
の
譲
渡
で
あ
っ
て
、
債
横
の
形
成
で
は
な
い
か
ら
だ
。
割
引
依
頼
人
は
け
つ
し
て
銀
行
の
借
主
で

は
な
い
。
こ
れ
が
手
形
割
引
さ
貸
付
取
引
さ
の
間
の
差
違
で
あ
る
。

商
業
手
形
の
割
引
の
み
が
真
の
意
味
で
の
手
形
の
割
引
で
あ
る
こ
い
う
こ
こ
が
、
右
に
よ
っ
て
明
ら
か
ご
な
ろ
う
。
手
形
の
割
引
は
既
存
の

債
櫂
の
割
引
譲
渡
な
の
で
あ
っ
て
、
新
債
楠
の
創
造
で
は
な
い
、
す
な
わ
ち
貸
付
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
融
通
手
形
の
割
引
の
ご
ご
き
は
、
形

式
は
割
引
で
あ
っ
て
も
異
の
意
味
で
の
そ
れ
で
は
な
い
。
そ
れ
は
純
然
た
る
貸
付
で
あ
る
。
わ
が
國
の
銀
行
が
融
通
手
形
の
割
引
を
貸
付
の
部

（
註
ー
）

類
に
入
れ
て
本
来
の
割
引
さ
甑
別
し
て
い
る
の
は
確
か
に
正
し
い
。
手
形
貸
付
さ
い
う
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
商
業
手
形
の
割
引
を
例

に
さ
つ
て
論
を
進
め
て
き
た
の
も
、
そ
れ
の
み
が
買
正
な
意
味
で
の
手
形
割
引
で
あ
る
か
ら
だ
。

「
す
で
に
述
べ
し
如
く
融
涌
手
形
の
割
引
は
そ
の
宜
に
於
て
は
貸
付
に
等
し
い
°
故
に
こ
れ
が
割
引
に
あ

t
つ
て
は
貸
付
の
一
種
と
し
て
取
扱
ふ
べ
き

で
あ
る
。
：
・
・
す
で
に
述
べ

t
る
如
く
、
我
國
銀
行
の
寅
務
上
銀
行
が
顧
客
に
封
し
金
融
を
輿
ふ
る
に
際
し
、
借
用
證
書
に
代
（
て
作
製
せ
し
め
し
手
形

の
割
引
は
手
形
貸
付
と
し
て
整
理
さ
れ
て
ゐ
る
。
こ
の
種
の
手
形
は
も
と
よ
り
融
通
手
形
に
麗
す
る
。
」
（
丹
後
数
授
前
褐
書
1-
＿
一
ー
―
-
＿
＿
＿
頁
）

購
買
に
よ
り
取
得
す
る
だ
け
の
こ
こ
で
あ
る
。

六
八

銀
行
の
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こ
の
よ
う
に
考
え
て
み
て
手
形
割
引
は
け
つ
し
て
貸
付
さ
同
一
の
も
の
で
は
な
い
。
貸
付
は
純
粋
な
金
錢
消
費
貸
借
で
あ
る
が
、
手
形
割
引

ぱ
商
業
債
樅
の
肩
代
り
的
移
靱
、
す
な
わ
ち
そ
の
寮
買
で
あ
る
。
こ
う
し
て
手
形
割
引
さ
貸
付
こ
の
間
に
は
明
確
な
る
質
的
差
別
が
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
す
、
わ
れ
わ
れ
が
さ
き
に
銀
行
の
手
形
割
引
を
貸
付
取
引
の
部
類
に
入
九
て
考
え
よ
う
こ
し
た
の
は
、
な
ぜ
で
あ
る
か
。
こ
こ
で
わ

れ
わ
れ
は
本
題
に
蹄
り
、
手
形
割
引
を
貸
付
取
引
に
入
れ
て
考
え
る
理
由
ご
條
件
さ
を
次
に
明
確
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

は
じ
め
に
わ
れ
わ
れ
は
、
手
形
割
引
が
貸
付
取
引
に
由
来
し
て
い
る
こ
さ
に
注
意
を
向
け
た
い
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
手
形
割
引
の
第

ー
の
前
提
さ
し
て
は
商
業
信
用
こ
い
う
も
の
が
あ
る
。
商
業
信
用
は
、
さ
き
に
も
一
言
し
た
よ
う
に
、
賣
買
取
引
こ
複
合
し
た
貸
付
取
引
で
あ

り
、
そ
こ
か
ら
販
賣
者
さ
購
買
者
と
の
間
の
商
業
的
債
櫂
債
務
闘
係
が
生
す
る
。
こ
う
し
て
生
じ
た
商
業
的
貸
付
取
引
に
銀
行
が
介
典
す
る
操
，

作
が
手
形
割
引
で
あ
る
°
割
引
に
よ
つ
て
販
賣
者
の
購
買
者
に
酎
す
る
商
業
的
債
樅
は
、
銀
行
の
手
に
移
轄
せ
ら
れ
る
。
専
門
の
貸
付
業
者
で

あ
る
銀
行
が
、
本
来
の
商
業
的
貸
主
に
代
っ
て
購
買
者
に
到
す
る
貸
主
さ
な
る
。
手
形
割
引
こ
い
う
の
は
、
正
し
く
原
生
的
商
業
信
用
に
銀
行

そ
う
で
あ
る
な
ら
、
手
形
割
引
は
商
業
的
貸

が
介
典
し
、
商
業
的
信
用
闘
係
を
銀
行
的
信
用
闊
係
に
置
換
す
る
操
作
こ
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

付
取
引
さ
全
然
無
縁
の
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
そ
れ
よ
り
痰
生
し
、
そ
の
上
に
成
立
す
る
第
二
次
の
貸
付
取
引
さ
み
る
こ
こ
が
で
き
よ
う
。

間
接
・
迂
回
さ
れ
た
貸
付
取
引
、
あ
る
い
は
貸
付
取
引
の
一
亜
種
と
い
つ
て
よ
か
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
貸
付
取
引
と
密
接
な
連
闘
に
立
つ
手
形
割
引
に
お
け
る
債
檬
の
評
債
は
、
ざ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。
確
か
に
割
引
料
は
、

そ
の
ま
ま
で
は
貸
付
の
利
子
ビ
は
同
じ
で
は
な
い
（
六
七
頁
註
三
参
照
）
。
そ
れ
は
商
業
的
債
櫂
の
評
債
に
際
し
て
附
さ
れ
る
時
差
的
打
歩
で
あ

る
。
し
か
し
打
歩
の
算
定
に
あ
た
つ
て
貸
付
利
子
の
計
算
が
最
有
力
に
作
用
し
て
い
る
こ
さ
は
看
過
で
き
な
い
。
銀
行
は
割
引
を
行
う
に
あ
た

六
九

/ 



つ
て
、
営
然
に
割
引
に
よ
っ
て
失
う
利
益
を
配
慮
し
よ
う
、
そ
の
最
大
の
要
素
が
割
引
に
用
い
る
貨
幣
を
貸
付
に
用
い
た
場
合
に
え
ら
れ
る
通

常
の
利
子
額
で
あ
る
こ
さ
は
、
い
う
ま
で
も
な
い
。
割
引
依
頼
人
が
同
意
す
る
割
引
の
債
格
も
、
市
場
の
貸
付
利
子
李
に
よ
っ
て
強
く
決
定
さ

（
註
ー
）

れ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
う
し
た
内
部
的
要
因
を
内
に
含
ん
で
割
引
料
は
、
市
場
で
は
商
業
偵
植
の
需
要
ビ
供
給
と
の
到
立
を
通
じ
て
現
賓
の
李
が

決
定
せ
ら
れ
る
。
割
引
料
が
貸
付
利
子
李
に
よ
っ
て
踊
く
作
用
さ
れ
る
事
賓
は
否
定
で
き
な
い
。
割
引
料
を
貸
付
利
子
の
一
偏
俯
あ
る
い
は
派

生
的
亜
種
と
み
る
こ
こ
が
で
き
よ
う
、
あ
た
か
も
手
形
割
引
自
身
が
貸
付
取
引
の
派
生
的
亜
種
こ
み
る
こ
と
が
で
き
る
こ
同
様
に
。
も
ち
ろ
ん

派
生
的
な
割
引
李
が
一
般
の
貸
付
利
子
率
に
作
用
す
る
面
を
無
設
し
て
よ
い
こ
い
う
の
で
は
な
い
。

商
業
信
用
に
お
い
て
、
商
品
の
販
賣
債
格
に
利
子
の
加
算
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
販
賣
者
が
銀
行
に
膿
渡
と
す
る
割
引
の
債
格
は
、
―
つ
に
は
こ
の

加
算
さ
れ

t
利
子
の
未
繹
過
分
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
よ
う
。
ヒ
の
貼
波
多
野
鼎
著
金
融
講
話
七
一
ー
七
三
頁
参
照
。

手
形
割
引
を
銀
行
の
立
場
か
ら
考
察
し
て
み
よ
う
。
銀
行
は
手
形
の
割
引
に
よ
っ
て
商
業
的
債
櫂
の
所
有
者
さ
な
る
。
換
言
す
れ
ば
商
品
の

販
賣
者
に
代
つ
て
貸
主
こ
な
る
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
銀
行
は
貸
付
業
者
で
あ
っ
て
商
人
で
は
な
い
。
し
た
が
つ
て
銀
行
は
販
賣
者
の
商
業
的

債
樅
を
取
得
し
は
す
る
が
、
こ
れ
を
商
人
の
立
場
か
ら
取
得
す
る
の
で
は
な
く
て
、
貸
付
業
者
の
立
場
か
ら
手
に
入
れ
る
。
費
主
は
貨
幣
の
必

要
に
迫
ら
れ
て
債
梱
を
賣
り
、
銀
行
は
蓮
用
す
べ
き
貨
幣
を
持
つ
か
ら
こ
れ
を
買
う
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
銀
行
は
商
業
的
債
植
を
買
入
れ
る
に

か
が
わ
ら
す
、
み
す
か
ら
を
商
業
的
貸
主
ご
し
て
は
意
識
せ
す
に
、
箪
純
な
消
費
貸
借
上
の
貸
主
こ
し
て
の
観
念
に
立
つ
。
商
業
債
樅
を
取
得

す
る
こ
こ
は
、
賣
主
に
手
形
を
捨
保
に
貸
付
け
る
こ
ご
で
あ
る
さ
考
え
、
買
主
か
ら
手
形
債
植
を
取
立
て
る
こ
こ
を
貸
金
の
回
牧
ご
思
い
、
買

入
債
格
さ
券
面
債
格
の
差
額
を
買
入
れ
代
金
の
利
子
さ
観
念
す
る
。
厳
密
に
規
定
す
る
と
き
に
は
、
そ
う
な
り
は
し
な
い
が
、
銀
行
質
践
は
こ

註

七

0



註

七

こ
う
し
て
手
形
割
引
は
銀
行
に
さ
つ
て
は
一
稲
の
貸
付
さ
観
念
さ
れ
、
ま
た

（
註
一
）

の
よ
う
に
観
念
し
、
別
に
こ
れ
こ
い
う
不
便
も
な
い
の
で
あ
る
。

厳
密
に
い
え
ば
正
し
く
た
い
。

ウ
ェ
ス
ク
ー
フ
ィ
ー
ル
ド
は
、
寅
際
に
は
貸
付
で
た
い
割
引
が
、
寅
践
上
貸
付
に
準
じ
て
取
扱
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
、
不
鮮
明
で
は
あ
る
が
、
大
の
ょ

う
た
言
葉
で
暗
示
し
て
い
る
。

ら
だ
。
と
こ
ろ
が
割
引
か
れ
る
項
目
を
こ
の
現
在
債
値
で
な
く
て
そ
の
額
面
債

ろ
、
ま
だ
支
彿
わ
れ
ぬ
項
目
の
現
在
償
値
を
決
定
す
る
方
法
に
す
ぎ
ぬ
か

し
か
し
寅
際
は
反
封
で
、
割
引
か
れ

t
債
値
が

値
で
記
入
し
、
差
額
を
す
で
に
得
ら
れ

t
か
の
よ
う
に
利
潤
に
加
え
る
の
が
、
記
帳
掛
の
習
慣
で
あ
る
。

時
の
経
過
に
店
が
い
額
面
債
値
に
接
近
し

tき
に
の
み
、
割
引
料
は
寅
際
に
取
得
せ
ら
れ
る
。
」

(
W
e
s
t
e
r
f
i
e
l
d
,
ibid., 
p
p
.
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掲
六
七
頁
註
三
に
お
け
る
同
じ
く
ウ
ェ
ス
ク
ー
フ
ィ
ー
ル
ド
の
言
葉
を
あ
わ
せ
参
照

・

、
貸
付
取
引
に
よ
り
制
約
さ
れ
、
ま
た
賓
践
上
貸
付
取
引
こ
観
念
す
る
こ
ァ
巴
が
、で
き

以
上
を
要
す
る
に
、
手
形
割
引
は
貸
付
取
引
に
由
来
し

は
、
け
つ
し
て
事
賓
を
ゆ
が
め
た
甚
し
い
擬
制
で
は
な
い
よ
う
に
恩
う
。
も
ち

る
。
し
た
が
つ
て
こ
れ
を
一
種
の
貸
付
取
引
と
み
て
ゆ
く
こ
さ

こ
こ
も
に
、
二
者
の
連
闘
や
共
通
性
は
認
め
ら
れ
て
よ
く

し
そ
れ

．
ろ
ん
本
来
の
貸
付
取
引
こ
の
置
別
や
差
逹
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
し
か

手
形
割
引
を
貸
付
取
引
の
一
派
生
的
亜
種
さ
し
て
貸
付
取
引
の
部
類
に
入
れ
て
取
扱
っ
て
ゆ
く
こ
と
に
は
、
別
に
差
支
え
は
な
い
こ
思
う
。

（
口
）
公
計
債
の
場
合

い
う
ま
で
も
あ
る
ま
い
。
應
募
者
が
貸
主
で
、
公
祉
債
裔
行
者
が
借
主
こ
な
る
。

-

公
社
債
の
應
募
が
本
質
上
貸
付
取
引
に
属
す
る
こ
と
は
、

い
。
こ
の
翻
證
書
貸
付
な
ざ
の
場
合
こ
同
ー
で
、
銀
行
の
公
祉

登
行
さ
れ
る
公
祉
債
證
害
は
借
主
が
貸
｀
主
に
差
出
す
借
用
證
書
に
ほ
か
な
ら
な

債
應
募
は
一
種
の
證
書
貸
付
と
み
な
さ
れ
て
よ
い
。

「
割
引
に
お
い
て
利
子
が
詢
彿
さ
れ
る
と
い
う
の
は
、

そ
の
よ
う
な
観
獣
か
ら
蓮
螢
さ
れ
て
い
る
。

け
だ
し
割
引
は
、
寅
際
の
と
こ



痰
行
さ
れ
た
後
に
、

・、

し
た
が
つ
て
債
樺
債

公
社
債
の
應
募
ご
證
害
貸
付
と
の
違
い
は
、
も
っ
ぱ
ら
貸
付
に
営
つ
て
差
出
さ
れ
る
借
用
證
書
の
流
通
性
に
求
め
ら
れ
よ
う
。

轄
々
流
通
し
う
る
便
宜
ご
形
式
と
、
こ
れ
に
伴
う
一
定
の
制
約
を
免
‘れ
て
い
な
い
の
に
反
し
て
、
證
書
貸
付
の
際
に
差
出
さ
れ
る
借
用
證
書
に

は
、
そ
れ
が
な
い
。
し
か
し
右
の
よ
う
な
相
違
は
、
も
ち
ろ
ん
箪
に
貸
付
の
形
式
や
技
術
や
便
宜
に
つ
い
て
の
も
の
で
あ
り
、
二
者
の
貸
付
取

引
こ
し
て
の
本
質
に
は
闘
係
は
な
く
、
公
社
債
の
應
募
を
一
種
の
貸
付
取
引
さ
み
る
わ
れ
わ
れ
の
立
場
に
は
影
響
し
な
い
。

．

た
だ
し
次
の
動
は
看
過
で
き
な
い
。
す
な
わ
ち
、
公
就
債
を
用
い
る
貸
付
取
引
は
、
そ
れ
が
流
通
可
能
の
借
用
證
書
を
介
し
て
行
わ
れ
る
nA

い
う

t
こ
ろ
に
意
義
や
便
宜
や
制
約
が
あ
る
た
め
に
、
そ
の
際
の
取
引
が
常
に
こ
れ
ら
證
券
を
中
心
に
推
進
さ
れ
・
操
作
さ
れ
る

t
い
う
こ
さ

で
あ
る
。
た
さ
え
ば
、
借
入
は
公
社
債
の
痰
行
ご
考
え
ら
れ
、
貸
付
は
そ
の
應
募
ご
観
念
せ
ら
れ
る
。
ま
た
こ
の
場
合
の
疲
行
さ
應
募
は
、
證

券
に
個
化
さ
れ
た
債
植
の
賣
買
ご
観
念
せ
ら
れ
て
、
そ
こ
に
痰
行
債
格
こ
い
う
も
の
が
生
す
る
。
元
来
公
祉
債
の
債
格
こ
い
え
ば
、
公
社
債
が

そ
れ
に
開
化
さ
れ
た
債
櫂
が
證
券
市
場
で
評
債
さ
れ
て
決
ま
る
も
の
>
こ
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

務
闘
係
の
ま
だ
焚
生
し
な
い
痰
行
の
賞
初
に
債
柚
の
債
格
な
る
も
の
が
あ
る
は
す
は
な
い
、
評
債
さ
る
べ
き
封
象
が
な
い
の
で
あ
る
か
ら
。
に

も
か
か
わ
ら
す
疲
行
債
格
と
い
う
も
の
が
生
す
る
の
は
、
将
来
成
立
す
べ
き
債
梱
を
豫
想
し
想
定
し
、
そ
の
勝
来
の
債
樅
を
疲
行
の
賞
籾
に
先

ん
じ
て
評
債
す
る
か
ら
で
あ
ろ
う
か
。
し
か
し
賓
際
は
、
そ
の
よ
う
に
複
雑
に
考
え
る
必
要
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
痰
行
債
格
に
相
嘗
す
る
金

額
が
、
こ
の
場
合
賓
際
に
貸
付
け
ら
れ
て
い
る
貸
金
で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
利
廻
り
と
呼
ば
れ
る
も
の
が
、
そ
れ
に
到
す
る
賓
際
の
利
子
と
み
な

さ
れ
て
よ
い
。
闊
係
が
箕
賓
に
は
こ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
を
、
痰
行
の
後
に
生
す
る
債
梱
債
務
闘
係
の
立
場
か
ら
、
痰
行
債
格
と
い
う
も

の
を
最
初
か
．ら
観
念
し

t
だ
け
の
こ
こ
で
あ
ろ
う
。
疲
行
債
格
が
額
面
以
下
で
あ
ろ
う
と
以
上
で
あ
ろ
う
と
、
公
社
債
の
痰
行
が
箪
純
な
貸
付

七

公
祉
債
が



取
引
で
あ
る
こ
ご
に
は
疑
問
の
餘
地
が
な
い
。
た
だ
し
こ
こ
に
問
題
と
な
る
の
は
、

合
で
あ
る
。
そ
の
取
引
上
の
性
格
は
何
で
あ
る
か
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
上
に
手
形
割
引
に
つ
い
て
典
え
た
考
察
が
有
力
な
指
針
ご
な
る

9,4
、

で
あ
ろ
う
。

公
社
債
證
書
す
な
わ
ち
債
券
は
、
流
通
可
能
の
惜
用
證
書
で
あ
る
か
ら
、
債
券
の
市
場
に
お
い
て
の
購
入
は
、
商
業
手
形
の
購
入
（
割
引
）

竺
同
様
に
、
債
楠
の
肩
代
り
的
移
韓
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
購
入
者
は
券
面
謁
載
の
本
源
的
債
務
者
に
酎
す
る
貸
主
こ
な
り
、
そ
の
場

合
成
立
す
る
取
引
債
格
が
證
券
に
開
化
さ
れ
て
い
る
債
梢
の
市
場
債
格
で
あ
る
こ
こ
も
、
手
形
割
引
の
さ
き
ご
菱
り
は
な
い
。
た
だ
債
券
の
買

入
れ
竺
手
形
の
そ
れ
ご
は
、
次
の
幽
で
遮
い
訊
あ
る
。

し
、
債
券
取
引
の
場
合
は
本
来
的
な
貸
付
取
引
か
ら
生
じ
た
債
梱
が
取
引
の
酎
象
・こ
な
る
。
第
二
に
、
本
来
的
な
貸
付
取
引
か
ら
生
じ
た
債
梱

で
あ
る
た
め
利
子
闘
係
は
明
確
で
、
債
梱
の
評
債
に
嘗
つ
て
割
引
の
場
合
よ
り
も
利
子
は
鮮
明
な
要
因
こ
な
る
。
手
形
割
引
に
お
い
て
は
ー
腔

来
に
支
彿
わ
れ
る
額
面
ー
ー
そ
れ
に
は
賣
手
の
貸
付
け
た
元
本
の
ほ
か
に
利
子
が
暗
獣
に
加
算
さ
れ
て
い
る
も
の
だ
が
ー
ー
が
直
接
の
評
債
の

競
象
ミ
な
り
、
そ
れ
か
ら
割
引
が
行
わ
れ
る
が
、
公
祉
債
の
賣
買
に
お
い
て
は
、
勝
来
償
還
さ
れ
る
元
本
ご
明
示
さ
れ
た
利
子
と
の
確
定
し
た

敷
量
を
基
準
こ
し
て
債
楠
は
厳
密
な
評
債
を
う
げ
る
。
差
違
の
大
す
か
み
の
貼
は
右
の
こ
と
く
で
あ
る
が
、
公
祉
債
の
賓
買
が
貸
付
取
引
に
由

来
す
る
債
横
の
肩
代
り
移
轄
•
そ
の
賣
買
こ
い
う
に
至
っ
て
は
、
全
く
手
形
割
引
と
愛
り
は
な
く
、
同
種
の
取
引
範
疇
に
入
れ
て
考
え
て
よ
い

も
の
で
あ
る
。

そ
う
で
あ
る
な
ら
、
手
形
割
引
に
お
け
る
さ
同
様
、
い
な
そ
れ
以
上
に
、
公
社
債
の
買
入
れ
を
迂
回
さ
れ
た
一
稲
の
貸
付
取
引
と
み
る
こ
こ

’
 

．
 

第
一
に
、

七

手
形
割
引
の
場
合
に
取
引
さ
れ
る
債
梱
は
商
業
信
用
に
由
来
す
る
の
に
酎

一
度
痰
行
さ
れ
た
公
祉
債
を
銀
行
が
市
場
で
買
入
れ

ーる
場



し
か
し
今
日
の
よ
う
に
、
企
業
に
お
け
る
所
有
ご
機
能
の
分
離
の
著
し
い
時
代
に
は
、
株
主
は
普
通
に
経
営
に
直
接
参
典
し
な
い
。
配
裳
を

典
え
ら
れ
る
だ
け
で
満
足
し
、
こ
れ
を
出
資
し
た
株
式
に
到
す
る
利
子
の
意
味
で
受
取
っ
て
い
る
。
株
式
は
配
賞
を
利
子
ご
し
て
生
む
貸
付
資

本
さ
翻
念
せ
ら
れ
て
、
株
式
投
資
は
産
業
資
本
こ
し
て
で
は
な
く
て
、
貸
付
資
本
こ
し
て
の
投
資

．こ
な
る
。
経
営
も
ま
た
、
株
式
を
経
螢
に
参

加
す
る
資
本
こ
し
て
で
は
な
く
て
、
長
期
的
安
定
的
貸
付
資
本
と
し
て
迎
え
入
れ
て
お

b‘

闘
係
は
参
典
的
出
資
の
そ
れ
よ
り
も
、
む
し
ろ
金

る
。
も
ち
ろ
ん
株
式
投
資
は
賓
質
的
に
は
産
業
投
資
で
あ
っ
て
、
そ
の
受
け
こ
る
所
得
は
産
業
利
潤
よ
り
の
配
裳
で
あ
り
、
そ
う
し
た
闊
係
よ

b
の
限
定
は
免
れ
な
い
が
、
こ
れ
を
越
え
て
貸
付
取
引
に
一
歩
を
踏
み
入
れ
た
闘
係
を
否
定
す
る
こ
と
は
ャで
き
ぬ
こ
思
う
。
こ
こ
に
さ
ま
ざ
ま

融
的
出
資
さ
い
う
意
味
を
も
つ
て
い
る
。

金
融
取
引
の
一
範
疇
と
し
て
の
出
資
取
引
が
、

あ
る
。
株
式
投
資
は
直
接
的
産
業
投
資
で
あ
る
。

株
式
取
引
の
疲
展
し
た
一
段
階
に
お
い
て
出
現
ず

が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
債
櫂
を
評
憤
す
る
に
際
し
て
の
貸
付
利
子
の
作
用
因
子
こ
し
て
の
意
義
は
極
め
て
高
い
。
銀
行
は
利
廻
採
算
の
上
に
立

ち
、
購
入
債
格
に
取
得
利
子
を
酎
立
さ
せ
、
全
く
債
券
の
購
入
を
貸
付
と
同
じ
観
勘
で
行
っ
て
い
る
。
銀
行
の
立
場
か
ら
い
え
ば
利
廻
こ
い
う

の
が
、
こ
の
場
合
の
箕
質
の
利
子
な
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
債
券
の
市
場
に
お
け
る
購
入
も
、
手
形
割
引
と
同
様
に
、
派
生
・
従
属
的
の
、
．
あ

る
い
は
観
念
に
よ

b
擬
制
さ
れ
た
ご
こ
ろ
の
貸
付
取
引
と
み
な
す
こ
さ
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

（
（
）
株
式
投
資
の
場
合

元
来
株
式
に
投
資
す
る
と
い
う
こ
こ
は
、
直
接
に
企
業
に
参
加
す
る
こ
こ
で
、
決
し
て
貸
付
取
引
こ
は
同
事
で
な
い
。
取
得
す
る
牧
入
は
利

潤
で
あ
っ
て
も
利
子
で
は
な
く
、
ま
た
こ
の
場
合
獲
得
す
る
櫂
利
・
義
務
も
貸
主
さ
し
て
の
そ
れ
で
は
な
く
て
、
株
主
ご
し
て
の
そ
れ
な
の
で

七
四



銀
行
の
行
う
株
式
投
資
が
原
理
的
に
右
の
ご
さ
き
性
質
の
も
の
で
あ
る
こ
さ
は
、

0

ご
A

ら
金
融
機
闘
で
あ
る
銀
行
企
業
に
お
い
て
取
上
げ
ら
れ
る
。
が
し
か
し
箪
純
な

は
企
業
へ
の
参
加
で
は
な
く
て
、
金
融
的
出
資
で
あ
る

1
カ

、
そ
れ
と
は
概
別
せ
ら
れ
る
出
資
的
金
融
取
引
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
出
資
取
引
が
銀
行
の
主
と
し
て
螢
む
貸
付

貸
借
的
金
融
取
引
で
は
な
い

取
引
に
よ
っ
て
大
き
な
作
用
瓦
制
約
と
を
う
け
て
い
る
こ
5
を
看
過
す
る
こ
ビ
は
で
き
な
い
。
銀
行
は
株
式
投
資
を
行
っ
て
い
る
が
、
賓
際
に

は
そ
の
金
額
は
僅
か
で
あ
る
。
出
資
取
引
の
根
に
引
き
綾
く
産
業
的
投
費
よ
り
の
危
脆
や
不
安
か
ら
の
が
れ
た
い
と
思
っ
て
い
る
か
ら
で
あ

だ
か
ら
企
業
の
盛
衰
・
牧
益
•
安
全
な
ど
仁
よ
り
、
配
裳
や

る
。
株
式
へ
の
投
資
は
、
賓
質
的
に
は
、
現
賓
の
産
業
的
投
資
に
連
っ
て
い
る
。

株
唇
醗
動
を
う
け
る
。
出
資
取
引
の
利
廻
り
が
貸
付
取
引
に
お
け
9
利
子
率
よ
り
も
高
く
な
る
の
は
、
こ
う
し
た
危
瞼
が
織
込
ま
れ
て
い
る

註

り
貸
付
取
引
閥
係
に
さ
ら
に
近
ず
い
て
い
る
。

G
註
一
）

の
法
制
的
形
式
的
諸
條
件
に
よ
っ
エ
経
螢
参
加
の
意
味
が
抑
制
さ
れ
貸
付
取
引
的
闘
係
の
強
調
さ
れ
る
場
合
は
そ
う
で
あ
る
。
貸
付
取
引
さ
は

違
う
け
れ
ご
も
参
典
的
産
業
投
表
で
は
な
い
、
や
は
り
金
融
的
意
味
を
も
つ
株
式
投
資
を
、
つ
ま
り
出
資
取
引
を
、

こ
の
こ
と
は
優
先
株
や
無
額
面
株
な
ど
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
明
白
で
あ
る
。

し
い
取
引
の
範
疇
と
し
て
認
め
て
差
支
え
な
い
さ
わ
た
＜
・
は
思
う
。

一
般
の
株
式
投
資
家
の
場
合
さ
菱
り
は
な
い
。
株
式
投
資

優
先
株
に
お
い
て
は
、

七
五

ー
つ
の
疑
い
え
な
い
新
ら

株
主
の
経
螢
（
の
参
加
と
い
う
閥
係
が
弱
め
ら

こ
と
に
非
参
加
的
優
先
株
と
呼
ば
れ
る
も
の
に
お
い
て
顕
著
で
あ
る
。
ま

t
無
額
面
株
に
あ
っ

れ
、
畢
た
る
出
査
者
と
し
て
の
立
場
が
明
確
に
さ
れ
る
。

て
は
、
株
式
へ
の
出
費
は
全
く
配
賞
請
求
櫂
の
購
入
と
い
う
意
味
に
お
い
て
行
わ
れ
、
出
査
額
は
配
雷
と
利
子
李
の
閥
係
か
ら
決
定
さ
れ
る
株
式
債
格
に

ヽ

0

こ
う
た
れ
ば
む
し
ろ
社
債
に
近
い
。
出
査
取
引
闘
係
よ

よ
っ
て
定
め
ら
れ
る
。
通
常
の
株
式
に
お
け
る
額
面
に
相
賞
す
る
元
出
安
高
と
い
う
の
は
た
＞
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註 註

た
め
で
あ
る
。
公
衆
の
信
用
を
第
一
と
す
る
銀
行
は
、
そ
の
よ
う
な
危
瞼
を
避
け
た
い
で
あ
ろ
う
。
貸
付
取
引
の
場
合
さ
ほ
ぼ
同
一
の
安
全
こ

確
賓
さ
で
運
用
の
で
き
る
投
衰
物
件
だ
け
を
選
揮
し
よ
う
。
そ
の
場
合
に
は
株
式
は
、
銀
行
嘗
事
者
の
意
識
の
上
で
は
、
公
債
や
社
債
な
み
に

、
取
扱
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
い
い
か
え
れ
ば
公
就
債
な
み
に
取
扱
い
う
る
優
良
な
株
式
に
限
つ
て
投
資
す
る
、
し
た
が
つ
て
そ
の
金
額
も
多

く
は
な
い
。
銀
行
は
株
式
投
資
を
貸
付
取
引
の
意
味
に
お
い
て
行
う
の
で
あ
っ
て
、
銀
行
の
株
式
投
資
の
少
い
の
は
、
現
賀
に
貸
付
取
引
の
意

（
註
ー
）

．

味
で
行
い
う
る
株
式
投
資
に
、
客
観
的
な
眼
度
が
あ
る
た
め
で
あ
る
。
こ
れ
を
要
す
る
に
、
銀
行
の
行
う
株
式
投
資
は
、
本
来
的
に
は
貸
付
取

引
と
甑
別
さ
れ
た
意
味
で
の
出
資
的
金
融
取
引
で
あ
る
が
、
銀
行
が
こ
れ
を
行
う
場
合
に
は
、
む
し
ろ
貸
付
取
引
こ
し
て
の
意
味
を
帯
び
る
。

そ
れ
が
銀
行
賓
践
上
に
現
わ
れ
る
特
殊
の
事
情
で
あ
る
な
ら
、
銀
行
の
出
資
取
引
を
貸
付
取
引
の
う
ち
に
含
め
て
論
じ
て
ゆ
く
こ
こ
は
、
別
に

差
支
え
な
い
こ
こ
に
な
る
。
行
論
の
便
宜
に
が
な
う
ば
か
り
か
、
事
態
の
顔
相
に
も
近
い
で
あ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
右
に
述
べ
た
條
件
や
制
限
や

C
註
ー
ー
）

規
定
を
銘
記
し
た
上
で
の
こ
と
な
の
だ
が
0

も
し
貨
付
取
引
と
し
て
の
意
味
の
限
度
を
越
え
て
株
式
投
査
が
行
わ
れ
る
場
合
に
は
、
投
機
的
意
味
の
も
の
に
な
る
。
す
た
わ
ち
株
債
の
髪
動
に
よ
る

商
業
的
利
潤
の
取
得
が
目
的
と
た
り
、
そ
れ
は
銀
行
本
末
の
業
務
の
外
だ
で
る
。
こ

．の
場
合
の
銀
行
の
行
総
は
、
投
糠
的
商
業
者
の
そ
れ
と
み
た
し
て
よ

く
、
こ
こ
で
問
題
と
す
る
必
要
は
た
い
。
ウ
ェ
ー
パ
ー
が
預
金
1
1
投
機
銀
行
と
呼
ん
で
高
調
す
る
「
投
機
」
の
意
味
は
、
銀
行
の
本
質
を
現
わ
す
表
現
と

し
て
は
不
適
賞
で
、
む
し
ろ
證
券
取
引
を
管
む
特
定
の
銀
行
の
特
殊
の
業
態
を
示
す
形
容
と
し
て
の
意
義
し
か
も

t
た
い
。
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
す
で

に
指
摘
し

t
（
五
ー
ー
頁
註
ー
ー
）
。

「
株
式
の
褻
行
も
、
信
用
過
程
と
し
て
は
、
純
正
た
銀
行
業
務
で
あ
る
、
も
っ
と
も
株
式
は
参
輿
擢
を
證
券
化
し

t
も
の
で
は
あ
る
が
0

し
か
し
株
主

は
、
株
式
會
社
の
存
績
す
る
間
自
已
の
査
本
の
返
還
の
語
求
が
で
き
ぬ
貸
付
安
本
家
、
し
か
も
す
べ
て
の
『
滲
奥
』
擢
取
引
に
本
質
的
た
や
う
に
、
髪
動

゜

七
六



註

配
嘗
は
出
資
さ
れ
た
企
業
の
朕
況
に
よ
っ
て
制
約
さ
れ
る
が
、

七
七

資
本
還
元
に
用
い
ら
れ
る
利
子
率
の
方
は
、

あ
る
。

っ
喝
出
資
的
債
描
が
評
債
さ
れ
て
株
債
さ
な
る
の
で
、

す
る
牧
盆
を
う
け
と
る
貸
付
安
本
家
中
る
に
す
ぎ
ぬ
。
」
（
史
"
h
u
l
z
e
,
G
a
e
v
e
r
n
i
t
z
,
a.a. 
0
 

•• 

S
.
1
1
.
)
産
業
投
査
で
あ
る
株
式
投
査
に
出
査
閥
係
が
現
わ

れ
る
場
合
に
、
事
態
は
貸
付
取
引
に
一
歩
接
近
す
る
。
そ
の
よ
ら
た
仕
方
で
展
開
を
れ

t
出
査
取
引
を
金
融
取
引
の
一
つ
の
形
態
と
し
て
本
末
の
貸
付
取

、引
と
箪
別
し
て
み

t
の
で
あ
る
。
出
査
取
引
を
銀
行
が
行
う
場
合
に
、
そ
れ
は
一
そ
う
貸
付
取
引
に
近
r
い
も
の
と
な
る
。
シ
ェ
ル
ツ
ェ
．
は
遺
憾
な
が
ら
、

こ
の
よ
う
た
蔦
別
と
闘
係
と
を
明
ら
か
に
し
て
お
ら
た
い
9

株
式
へ
の
直
接
的
應
募
で
は
な
く
て
、
市
場
で
購
入
す
る
場
合
は
ど
う
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
株
式
の
市
場
債
格
は
、
配
裳
請
求
椛
の
債
格
で

市
場
に
お
け
る
資
金
の
需
給
闘

係
、
こ
と
に
貸
付
取
引
の
朕
況
に
よ
っ
て
定
ま
つ
て
く
る
。
そ
し
て
こ
の
場
合
、
株
式
の
債
格
が
貸
付
の
元
本
こ
観
念
さ
れ
、
配
賞
が
そ
の
利

子
さ
擬
制
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
根
源
的
な
産
業
的
出
資
闘
係
に
制
約
さ
れ
つ
つ
貸
付
取
引
の
闘
係
を
賀
質
的
に
も
締
込
ん
で
い
，る
の

が
、
こ
の
株
式
債
格
の
機
構
で
あ
る
。
さ
こ
ろ
が
こ
う
し
て
評
債
さ
れ
る
出
資
的
債
梱
の
購
入
に
銀
行
が
資
金
を
投
入
す
る
場
合
に
は
、
す
で

に
述
べ
た
さ
同
様
の
事
惰
で
、
貸
付
取
引
こ
い
う
意
味
が
一
そ
う
強
く
現
わ
れ
て
く
る
。
商
業
手
形
や
公
社
債
の
購
入
に
準
す
る
意
味
で
の
投

資
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
そ
う
し
た
意
味
で
の
投
資
が
銀
行
の
正
し
い
業
務
質
践
こ
し
て
一
般
に
望
ま
れ
て
い
る
こ
こ
も
、
あ
ら
た
め
て
説
明
の

（
註
一
）

要
も
な
い
こ
9
で
あ
ろ
う
。

森
川
数
授
は
近
年
割
引
・
貸
付
に
比
肩
す
る
ま
で
に
摸
頭
し
末
っ

t
證
券
投
査
高
噌
大
の
傾
向
に
着
目
さ
れ
て
、

「
故
に
簡
約
の
総
め
に
屡
銀
行
は
預
金
に
受
入
れ
し
も
の
を
貸
出
に
運
用
す
る
も
の
と
稲
せ
ら
る
る
時
、
其
貸
出
の
語
は
斯
ぐ
の
如
き
證
券
投
査
を
も
含

む
廣
き
意
味
に
解
繹
せ
ら
る
る
を
適
賞
と
す
る
。
即
ち
反
面
よ
り
云
（
ば
銀
行
の
證
券
投
査
は
今
や
諸
貸
出
と
相
併
び
て
、
甚
正
則
的
興
信
業
務

t
る
の

．，
 

ー

． ， 

大
罷
に
配
賞
を
市
場
利
子
李
で
資
本
還
元
し
た
大
い
さ
が
基
準
に
な
る
。
．

大
の
よ
う
に
述
べ
て
お
ら
れ
る
。

u” 



註

地
位
を
占
め
つ
つ
あ
り
、
従
つ
て
又
證
券
投
査
に
甜
立
す
る
意
味
の
諸
貸
出
の
灰
を
以
て
銀
行
の
此
側
面
に
於
け
る
正
則
的
拳
務
と
考
ふ
る
こ
と
は
、
最

早
や
事
宜
に
適
合
せ
ず
と
た
す
を
得
る
で
あ
ら
う
。
い
更
に
内
容
的
に
云
ひ
て
も
銀
行
の
保
有
證
券
は
多
く
公
債
、
社
債
に
し
て
株
式
は
小
額
に
止
ま
る
が

故
に
、
斯
か
る
證
券
投
査
は
所
謂
定
額
債
櫂
へ
の
査
本
供
給
た
る
貼
に
於
て
も
諸
貸
出
と
其
趣
を
一
に
す
る
。
」
と
（
森
川
太
郎
著
銀
行
職
能
論
昭
和
十
六

年
九
ー
一

0
頁
）
。

・' 

＇・

着
眼
と
洞
察
は
正
し
い
。
し
か
し
説
明
は
こ
れ
だ
け
で
は
不
十
分
と
思
う
0

證
券
投
査
が
貸
出
と
み
た
さ
れ
る
所
以
、
あ
る
い
は
正

則
業
務
と
さ
れ
る
所
以
を
、
皐
に
量
の
問
題
と
し
て
で
な
く
、
質
の
問
題
と
し
て
も
解
明
し
て
欲
し
か
つ

t°

以
上
を
要
す
る
に
、
手
形
割
引
や
公
祉
債
の
購
入
や
株
式
投
資
は
、
厳
密
に
い
え
ば
貸
付
取
引
な
の
で
は
な
い
。
し
か
し
こ
れ
ら
は
資
付
取

引
に
由
来
し
、
あ
る
い
は
そ
れ
に
準
じ
て
螢
ま
れ
、
賀
践
上
も
貸
付
取
引
と
観
念
さ
れ
て
行
わ
れ
て
い
る
。
だ
か
ら
こ
れ
ら
も
貸
付
取
引
の
一

亜
種
と
し
て
考
え
て
ゆ
く
こ
さ
が
で
き
る
の
で
あ
っ
て
、
手
形
貸
付
．
證
書
貸
付
の
こ
と
き
を
本
来
純
粋
の
銀
行
貸
付
取
引
と
す
れ
ば
、
手
形

割
引
な
ざ
の
こ
と
き
は
間
接
的
・
迂
回
的
・
派
生
的
・
擬
制
的
な
貸
付
取
引
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

も
つ
と
も
把
じ
公
社
債
•
株
式
の
購
入
で
も
、
投
機
目
的
・
手
敷
料
目
的
の
そ
れ
は
別
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
證
券
の
箪
な
る
商
業
的
賣
買
・

引
受
焚
行
・
痰
起
業
務
な
ご
の
こ
こ
き
は
、
取
引
の
目
的
が
商
業
的
利
潤
あ
る
い
は
手
数
料
に
あ
る
の
だ
か
ら
、
こ
れ
ら
は
融
資
目
的
の
證
券

投
資
と
は
別
個
に
考
え
て
ゆ
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
ら
は
次
に
述
べ
る
「
そ
の
他
の
銀
行
取
引
」
に
及
る
べ
き
も
の
な
の
で
、
そ
の
性
質
は

（
註
一
）

む
し
ろ
商
業
取
引
に
類
麗
す
る
。
こ
の
こ
さ
は
さ
き
に
も
一
言
し
た
。

七
六
頁
註
一
を
滲
照
。
し

t
が
つ
て
銀
行
の
管
む
有
債
證
券
業
務
に
は
一
一
種
あ
る
こ
と
に
な
る
。
―
つ
は
出
査
的
金
融
取
引
、
擬
制
的
に
は
貸
借
的
金

融
取
引
、
こ
れ
は
後
に
述
べ
る
よ
う
に
、
銀
行
本
末
の
取
引
の
構
成
要
素
と
た
る
。
他
は
、
む
し
ろ
商
業
取
引
に
連
閥
し
へ
銀
行
本
末
の
取
引
力
ら
は
除

か
れ
る
。
森
川
敬
授
は
、
證
券
業
務
を
分
け
て
、
正
則
的
興
信
業
務
に
闇
す
る
證
券
業
務
と
し
か
ら
ざ
る
證
券
業
務
を
分
け
て
お
ら
れ
る
が
（
前
掲
書
一

七
八
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｛二）

あ
る
い
は

（→ 

七
丸

0
ー
一
＿
一
頁
）
、
表
現
上
、
説
明
上
の
差
違
は
と
も
か
く
と
し
て
、
内
容
は
全
然
わ
れ
わ
れ
の
軍
別
と
同
一
で
あ
る
。

銀
行
の
螢
む
貸
付
取
引
の
内
容
に
つ
い
て
の
吟
味
は
以
上
に
止
め
る
。
な
お
一
っ
こ
こ
に
問
題
こ
な
る
の
は
、
銀
行
が
他
か
ら
す
る
借
入
れ

で
あ
る
。
借
入
金
さ
か
銀
行
債
の
痰
行
な
ど
が
そ
れ
で
、
銀
行
は
こ
の
場
合
、
貸
付
け
る
代
り
に
借
入
れ
る
、
貸
主
ご
な
る
代
り
に
借
主
こ
な

る
。
す
な
わ
ち
そ
れ
は
消
極
的
・
受
動
的
意
味
で
の
貸
付
取
引
を
行
っ
て
い
る
。
貸
付
取
引
以
外
の
何
物
で
も
な
い
こ
さ
は
明
瞭
で
あ
ろ
う
。

か
く
て
わ
れ
わ
れ
は
以
上
の
長
き
考
察
の
結
論
さ
し
て
、
銀
行
の
螢
む
貸
付
取
引
を
次
の
よ
う
に
慨
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

n

ー
ル
•
ロ
ー
ン

手
形
貸
付

・狭
義
本
は
付
取
引

[a闘
翻

公
計
債
衰
行
の
應
募

手
形
割
引

・・・・

・
・
・
・
商
業
債
擢
の
賭
入

喜
的
冗
譴
幽
一

の
貸
付
取
引

間
接
的
・
派
生
的
・
一
公
社
債
の
購
入
・
・

・通
常
の
貸
借
的
債
櫂
の
購
入

擬

制

的

貸

付

取

引

｛

紐

梵

翌

ぃ

□
5
彗
の
貸
借
債
櫂
の
購
入

貸

付

取

引

．

株
式
投
査
・

・
・・・

・
・

受
動
的
・
消
極
的
「
借

貸
付
取
引

一
銀

廣

義

の

貸

付

取

エ

狭

義

本

末

の

貸

付

取

引

｛

翡

螂

●

四

藷

認

蒜

間
接
的
●
派
生
的
・
擬
制
的
貸
付
取
引
（
能
動
的
・
積
極
的
貸
付
取
引
に
麗
す
）

ー

行 ‘入

金
_
（
狭
義
本
末
の
貸
付
取
引
に
麗
す
）

債



（
一
）
オ
プ
ス
ト
に
よ
れ
ば
、

銀
行
の
螢
む
取
引
は
別
の
仕
方
か
ら
も
甑
別
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
次
に
異
説
を
吟
味
し
て
お
こ
う
。

ま
す
上
述
の
貨
幣
取
引
さ
貸
付
取
引
こ
に
盛
き
る
が
，
そ
の
ほ
か
に
銀
行
は
な
お
若
干
の
取
引
を
す
る
こ
と
が
あ

・

（
註
一
）

る
。
保
諜
預
り
、
證
券
受
託
賣
買
な
ざ
が
そ
れ
で
、
銀
行
本
来
の
取
引
内
容
と
は
な
ら
な
い
。

も
、
貨
幣
流
通
機
能
や
金
融
機
能
に
闘
係
し
な
い
。
そ
こ
で
こ
れ
ら
を
一
括
し
、
銀
行
本
来
の
取
引
内
容
と
な
る
貨
幣
取
引
（
貨
幣
流
通
機
能

さ
闘
係
す
る
）
や
貸
付
取
引
（
金
融
機
能
さ
闊
係
す
る
）
こ
翫
別
し
て
、
そ
の
他
の
取
引
さ
し
た
の
で
あ
る
。

註
一
銀
行
は
顧
客
を
自
分
か
ら
離
さ
な
い

t
め
に
、
踵
々
の
便
宜
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
る
。
「
銀
行
は
、
は
じ
め
は
、
そ
う
し

t
機
熊
の
多
く
を
、
皐
に

銀
行
の
廣
汎
た
得
意
先
の
便
宜
と
利
益
と
の

t
め
に
行
っ
た
が
、
賞
然
に
そ
れ
は
反
作
用
し
て
、
銀
行
自
身
の
効
率
と
利
潤
を
高
め
る
に
至
っ

t°
わ
れ

、
、
、
ヽ
ヽ

．

わ
れ
は
こ
う
し

t
附
加
的
機
熊
を
一
＿
つ
の
主
群
に
分
つ
と
便
利
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
日
代
理
奉
仕
と
⇔
一
骰
的
効
用
の
奉
仕
と
に
。
」

(
S
.
E
v
e
l
y
n

T
h
o
m
a
s
,
 P
r
i
n
c
i
p
l
g
o
f
 Banking, 
1930, pp. 
14-15.) 

銀
行
に
は
三
つ
の
任
務
が
あ
る
さ
い
う
。
す
な
わ
ち
支
彿
媒
介

(
N
a
h
l
u
n
g
s
v
e
r
m
i
t
t
e
l
u
n
g
)
、
信
用
媒
介

(
K
r
e
d
i
t
v
e
r
m
i
t
t
e
l
u
n
g
)
、
資
本
の
管
理
(
K
a
p
i
t
a
l
v
e
r
w
a
l
t
g
g
)
が
そ
れ
で
あ
り
、
こ
れ
に
應
じ
て
銀
行
業
務
も
貨
幣
業
務
(
G
e
l
d
g
e
s
h
a
f
t
)

第

四

節

異

説

の

吟

味

(
l
_

＿
)
そ
の
他
の
銀
行
取
引

銀
行
の
螢
む
取
引
は
、

同
じ
こ
こ
に
な
る
が
機
能
の
勘
か
ら
い
つ
て

八

0
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l
第
一
の
支
彿
媒
介
は
、

振
替
取
引
や
小
切
手

竺
信
用
業
務
('.Kreditg.)'1J
證
茄
盆
采
務
(
E
f
f
e
k
t
e
n
g
.
)
Q

三
大
群
に
分
れ
る
こ
い
う
(
O
b
s
t
,
D
a
s
B
a
n
k
S
:
t
e
s
c
h
a
f
t
,
B
d
 I,
7
 
A
u
f
l
.
1
9
2
3
S
.
 6
.
)
。

と
こ
ろ
で
い
う
こ
こ
ろ
の
支
彿
媒
介
・
信
用
媒
介
・
資
本
の
管
理
さ
は
何
か
と
み
る
こ
、

取
引
や
銀
行
券
取
引
の
よ
う
な
支
彿
取
引
を
媒
介
す
る
作
用
で
あ
る
。
こ
こ
に
貨
幣
の
節
約
の
方
面
に
作
用
す
る
形
式
で
の
銀
行
の
支
彿
取
引

を
、
オ
プ
ス
ト
は
支
彿
媒
介
と
い
う
言
葉
で
意
味
し
て
い
る

(a.
_a. 
0., S
.
 
2

ー

3
.
)
。
次
に
信
用
媒
介
こ
い
う
の
は
、
箪
に
自
己
の
資
本
を

貸
付
け
る
だ
け
で
な
し
に
、
他
人
の
資
本
を
受
け
入
れ
•
こ
れ
を
貸
付
け
る
こ
こ
ろ
の
行
為
で
あ
り

(
a
.a. 
0., S
.
 
3
1
4
.
)
、
最
後
の
資
本

管
理
は
、
有
債
證
券
の
形
で
他
人
の
資
本
を
管
理
す
る
業
務
を
さ
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
資
本
投
資
上
の
助
言
を
典
え
た
り
、
有
債
證
券
を
委

託
賣
買
し
北
り
、
有
債
證
券
の
保
管
お
よ
び
管
理
を
引
受
け
た

b
す
る
の
が
資
本
管
理
で
あ
る

(a.
a. 
0.、
s.
4
.
)
。

ス
ト
は
ほ
ぼ
同
様
の
意
味
の
こ
と
を
次
の
よ
う
に
も
述
べ
て
い
る
。

取
引
を
容
易
な
ら
し
め
る
こ
と
（
貨
幣
節
約
機
闘
）
、

貨
幣
を
牧
盆
的
に
投
資
す
る
こ
さ
、

別
の
個
所
で
は
、
オ
プ

「
銀
行
の
活
動
は
次
の
勘
に
向
げ
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
も
（
一
）
支
彿

（
二
）
一
時
用
い
な
い
貨
幣
を
集
め
て
、
す
な
わ
ち
職
業
的
に
信
用
を
う
け
て
、
こ
の

（
三
）
證
券
業
務
を
螢
む
こ
と
、
こ
れ
で
あ
る
」

(a.
a. 
0・, 
s. 
6
.
)
 ~
。

し
か
し
こ
の
よ
う
な
置
別
の
仕
方
に
は
問
題
が
あ
る
。
ま
す
第
一
の
支
彿
媒
介
さ
い
う
も
の
に
注
意
し
て
み
よ
う
。
オ
プ
ス
ト
が
支
彿
媒
介
｀

と
い
う
の
は
、
小
切
手
や
銀
行
券
や
振
替
票
を
操
作
す
る
貨
幣
取
引
の
こ
こ
で
あ
っ
て
、
か
れ
は
こ
う
し
た
機
能
を
「
貨
幣
機
闘
の
機
能
」
と

呼
ん
で
い
る

(a.
a. 
0., S
.
 
4
.
)
。ず．
こ
の
よ
う
に
銀
行
の
「
貨
幣
機
闘
こ
し
て
の
機
能
」
．
が
支
彿
媒
介
で
あ
る
な
ら
、
銀
行
の
行
う
一
切
の
貨

幣
取
引
は
こ
の
第
一
の
支
彿
媒
介
に
入
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
は
す
で
あ
る
の
に
、
預
金
や
賞
座
勘
定
の
引
受
や
銀
行
券
の
痰
行
が
同
時
に
第
二
の
信

用
媒
介
に
入
れ
ら
れ
て
い
る

(a.
a. 
O., S
.
 
3
.
)
。
つ
ま
り
預
金
や
銀
行
券
は
支
彿
媒
介
で
も
問
題
と
な
る
し
、
信
用
媒
介
で
も
問
題
と
な
る
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け
に
妥
裳
す
る
著
し
く
均
衡
を
失
し
た
取
扱
い
さ
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

ー
• 

ぃ
>
j
"

」．,＇
.
9
;
9
9
>
9
,
'
、ト‘
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，

し

a
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と
い
う
風
で
、
同
じ
こ
さ
が
二
重
に
取
扱
わ
れ
る
始
末
に
な
っ
て
い
る
。
次
に
信
用
媒
介
と
い
う
観
念
の
問
題
で
あ
る
こ
と
は
、
別
に
詳
し
く

述
べ
る
で
あ
ろ
う
。
最
後
に
證
券
業
務
を
一
箇
獨
立
の
範
唸
こ
し
て
支
彿
媒
介
や
信
用
媒
介
に
並
列
さ
せ
る
の
は
、
ド
イ
ツ
の
特
殊
的
事
情
だ

（
二
）
次
に
ヤ
ッ
フ
ェ
の
見
解
を
み
る
。
ャ
ッ
フ
ェ
に
よ
れ
ば
、
近
代
的
銀
行
制
度
の
任
務
は
次
の
三
つ
で
あ
る
と
い
う
。
第
一
は
、
全
國

の
散
逸
せ
る
節
約
や
、
投
資
を
求
め
る
剌
餘
資
本
を
、
い
わ
ば
一
大
貯
蔵
所
に
集
積
す
る
こ
こ
で
あ
り
、
第
二
は
、
委
託
さ
れ
た
金
額
を
、
全

國
民
綜
涜
の
課
題
に
應
じ
て
使
用
す
る
こ
こ
の
で
き
る
人
に
、
提
供
す
る
こ
と
で
あ
り
、
第
三
に
は
、
便
利
で
安
全
心
流
通
手
段
を
創
造
し
、

第
一
の
任
務
を
容
易
な
ら
し
め
•
あ
る
い
は
可
能
な
ら
し
め
る
こ
と
で
あ
る
こ
い
う

(
J
a
f
f
~
,

D
a
s
 e
n
g
l
i
s
c
h
e
 
B
a
n
k
w
e
s
e
n
,
 1
9
1
0
.
 S
 
1.)
。

ま
た
別
の
個
所
で
は
、
順
序
に
は
多
少
の
相
迄
は
あ
る
が
、
こ
の
三
つ
の
任
務
を
約
言
し
て
、
「
(

A

)

流
通
（
信
用
譲
渡
）
手
段
の
創
造
、

(

B

)

信
用
（
資
本
）
の
集
中
、

(

C

)

信
用
の
許
典
（
資
本
の
譲
渡
y
」
(a.a~ 

0., S
.
 
1
4
4
.
)
 
~
も
い
つ
て
、い
る
。

こ
こ
ろ
で
右
の
う
ち
「
信
用
の
許
典
」
こ
い
う
の
は
、
つ
ま
り
が
貸
付
取
引
の
こ
こ
で
あ
っ
て

(a.
_a.O., 
S
.
 
202ff.)
、
い
わ
ば
こ
れ
を
不

正
確
．
曖
昧
に
表
現
し
た
だ
け
の
も
の
で
あ
る
。
流
通
手
段
の
創
造
さ
は
銀
行
券
や
小
切
手
の
疲
行
の
こ
と
で
あ
り
(a.
a, 

o.; s. 
1
4
4
 
ff.)
、

わ
れ
わ
れ
の
貨
幣
取
引
に
属
す
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
そ
し
て
「
信
用
の
集
中
」
は
預
金
取
引
の
こ
さ
で
あ
る
か
ら

こ
れ
ま
た
貨
幣
取
引
に
所
腸
し
よ
う
。
か
く
て
ヤ
ッ
フ
ェ
の
銀
行
取
引
の
三
匝
分
は
、
結
局
の
こ
こ
ろ
、
わ
れ
わ
れ
の
貨
幣
取
引
こ
貸
付
取
引

ご
の
二
置
別
に
解
消
さ
れ
る
こ
さ
に
な
る
。
そ
れ
を
混
合
し
撰
散
し
不
明
確
に
し
た
だ
け
の
も
の
に
す
ぎ
な
い
。

（
三
）
丹
後
数
授
の
銀
行
業
務
の
甑
別
の
特
色
は
、
ま
す
主
た
る
業
務
を
従
た
る
業
移
こ
に
甑
別
し
、
後
に
、
主
た
る
業
務
を
さ
ら
に
資
金
供

I、

(a. a. 
O. S
.
 1
7
9
 
ff.)
、

＇ 
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給
業
務
と
資
金
蒐
集
業
務
こ
資
金
造
出
業
務
と
に
鹿
別
し
た
黙
に
あ
る
（
前
掲
害
―
ニ
ー
一
三
頁
）
。
銀
行
業
務
の
鹿
別
で
、
こ
れ
ほ
ざ
精
細

な
も
の
は
な
い
。
し
か
し
わ
れ
わ
れ
の
見
地
か
ら
す
れ
ば
、
疑
問
の
黙
も
な
く
は
な
い
。

第
一
に
敢
授
は
、
銀
行
の
従
た
る
業
務
と
し
て
、
代
金
の
取
立
お
よ
び
支
彿
の
代
理
・
手
形
の
引
受
・
信
用
朕
め
痰
行
・
附
替
り
地
金
銀
の

賓
買
な
ざ
を
あ
げ
て
お
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
は
貨
幣
取
引
業
務
に
、
一
部
は
貸
付
業
務
に
闘
係
す
る
取
引
で
あ
る
。
も
っ
こ
も
こ
こ
で
の
謳
別

は
主
た
る
業
務
お
よ
び
従
た
る
業
務
と
い
う
銀
行
業
務
の
軽
重
の
立
場
に
立
つ
て
の
顧
別
で
あ
る
か
ら
、
一
見
そ
れ
で
よ
い
か
に
も
考
え
ら
れ

る
が
、
し
か
し
従
た
る
業
務
に
有
債
證
券
の
賣
買
が
含
ま
れ
て
い
る
の
が
第
一
に
ド
イ
ツ
の
信
用
銀
行
の
場
合
に
つ
い
て
は
問
題
で
あ
る
し
、

他
方
敦
授
に
は
主
・
従
の
概
別
を
銀
行
に

gり
本
質
的
・
非
本
質
的
の
甑
別
と
解
せ
ら
れ
て
い
る
節
も
洒
る
。
も
し
そ
う
で
あ
る
な
ら
、
附
替

や
地
金
銀
賣
買
や
送
金
•
取
立
な
ど
を
従
た
る
取
引
に
入
れ
る
の
は
問
題
で
、
後
述
す
る
よ
う
に
こ
れ
ら
は
銀
行
の
預
生
に
あ
た
り
不
可
鋏
の

要
素
さ
し
て
機
能
し
て
お
り
、
貨
幣
取
引
の
問
題
と
し
て
も
別
個
に
考
察
す
べ
き
必
要
が
あ
る
。

次
に
資
金
供
給
・
蒐
集
・
造
出
の
甑
別
は
、
厳
密
の
よ
う
に
見
え
て
、
そ
う
で
は
な
い
。
資
金
供
給
に
お
け
る
貸
付
・
公
社
債
の
應
募
は
、

，
資
金
蒐
集
に
お
け
る
債
券
の
焚
行
と
、
た
だ
立
場
が
逆
轄
し
た
だ
け
で
取
引
の
本
質
は
同
じ
で
あ
り
、
資
金
蒐
集
に
お
け
る
預
金
こ
資
金
造
出

に
お
け
る
預
金
貨
幣
お
よ
び
銀
行
券
さ
は
ま
た
無
闘
係
で
な
い
。
さ
く
に
預
金
貨
幣
は
預
金
取
引
を
離
れ
て
は
あ
り
え
な
い
。

／ 
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